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は

じ

め

「
散
牧
」
と

「
認
摘
」

(民
園
期
に
は
「
認
税
」
と
も
相僻
さ
れ
た
〉

と
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
徴
税
機
闘
が
直
接
一商

謹
金
の
徴
牧
方
法
は
、

人
よ
り
萱
金
を
徴
牧
す
る
散
牧
に
封
し
て
、
認
損
は
一
商
一
人
が
徴
税
機
関
と
貨
物
の
税
額
を
交
渉
し
、
協
定
し
た
税
額
の
徴
欣
を
官
に
代
わ
っ
て

請
け
負
う
制
度
で
あ
る
。
賛
金
の
請
負
に
は
、

t

認
摘
に
類
似
し
た
「
包
摘
」
も
あ
っ
た
が
、
徴
牧
針
象
の
一
商
品
と
関
係
の
な
い
同
業
外
の
人
開



が
請
け
負
い
弊
害
が
甚
だ
し
か
っ
た
貼
で
、
開
業
内
の
詩
人
が
請
け
負
う
認
摘
と
は
区
別
さ
れ
る
。

一
般
に
、
認
摘
を
許
さ
れ
た
貨
物
は
聡
迭
途
中
に
お
け
る
萱
金
の
弊
害
を
売
れ
、
し
か
も
散
牧
よ
り
税
率
が
低
く
抑
え
ら
れ
る
た
め
商
人
に

は
有
利
で
あ
っ
た
こ
と
、
他
方
、
官
側
に
と
っ
て
も
徴
税
経
費
の
負
捨
を
軽
減
し
、
散
牧
よ
り
確
質
な
税
牧
を
確
保
で
き
る
な
ど
認
摘
に
は
歓

迎
す
べ
き
利
貼
が
あ
っ
た
こ
と
、
こ
れ
ら
の
離
に
つ
い
て
は
割
と
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
、
認
摘
の
寅
態
や
官
と
の
関
係
を
詳
し
く
論
じ

(

1

)

 

こ
れ
ま
で
殆
ど
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
寅
情
で
あ
ろ
う
。
本
稿

た
研
究
と
な
る
と
、
高
橋
孝
助
、
マ
ン
三
氏
の
業
績
を
除
い
て
、

は
、
上
記
三
氏
の
研
究
を
手
掛
か
り
と
し
な
が
ら
、
清
末
か
ら
中
華
民
国
成
立
嘗
初
の
江
蘇
省
蘇
属
〈
江
南
地
方
)
を
劃
象
と
し
て
、

羅
玉
東
、

認
摘
制

度
の
内
賓
に
少
し
で
も
迫
ろ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。
江
蘇
省
と
り
わ
け
蘇
腐
は
、
贋
東
省
・
新
江
省
と
並
ん
で
も
っ
と
も
認
摘
制
度
が
護
達

し
た
地
域
と
い
わ
れ
、
ま
た
通
商
・
貿
易
の
一
大
中
心
地
た
る
上
海
を
擁
す
る
た
め
、
認
捕
に
封
す
る
や
田
局
側
の
利
害
関
係
や
、

業
圏
鐙
〉
に
と
っ
て
認
摘
が
も
っ
て
い
た
意
味
を
知
る
上
で
も
、
貴
重
な
素
材
を
提
供
し
て
く
れ
る
。

一
商
人
層
(
悶

- 69-

以
下
本
論
で
は
、
先
ず
清
末
か
ら
民
園
成
立
嘗
初
に
か
け
て
江
蘇
省
嘗
局
が
認
摘
に
劃
し
て
示
し
た
封
躍
の
拙
変
化
を
検
討
し
(
第
一
節
)
、
次

い
で
止
海
を
中
心
と
し
た
認
損
制
度
の
質
態
を
踏
ま
え
た
上
で
(
第
二
節
)
、
認
捕
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
特
権
が
開
業
圏
瞳
に
と
っ
て
如
何

な
る
意
味
を
も
っ
て
い
た
の
か
、
と
い
う
問
題
に
考
察
を
及
ぼ
し
て
い
く
(
第
三
節
)
。

第
一
節

省
首
局
と
認
摘
制
度

t→ 
清
末
|
認
摘
の
普
及
と
抑
制
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お
お
よ
一
そ
光
緒
末
年
の
こ
と
だ
っ
た
と
い
う
。
マ
ン
も
ま
た
、
董
金
過

(

2

)

 

重
の
地
域
で
認
摘
が
増
加
し
は
じ
め
た
の
は
、
清
朝
政
府
が
「
新
政
L

を
開
始
し
た
二

O
世
紀
以
降
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
江
蘇
省
蘇
属
に
お

い
て
、
商
人
に
よ
る
徴
税
の
請
負
は
、
輩
金
徴
牧
が
は
じ
ま
っ
た
一
九
世
紀
後
宇
に
お
い
て
も
存
在
し
た
は
ず
だ
が
、
そ
れ
が
贋
く
普
及
す
る

羅
玉
東
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
江
漸
南
省
に
認
摘
が
護
生
し
た
の
は
、
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よ
う
に
な
っ
た

の
は
、

や
は
り
二

O
世
紀
に
入
っ
た
光
緒
末
年
以
降
の
こ
と
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。

光
緒
三

O
年
に
お
い
て
、
蘇
州
牙
麓
総
局
管
下
の
蘇
城
六
門
麓
局
・
蘇
摘
落
地
分
局
は
二
三
類
、
総
混
摘
謹
総
局
管
下
の
上
海
築
制
貨
摘
公

局
・
関
行
正
奈
は
六
五
類
の
認
掲
貨
物
を
扱

っ
て
お
り
、
牧
入
額
は
庫
卒
銀
に
し
て
そ
れ
ぞ
れ
七
寓

一
、
四
二
五
雨
と
二
三
高
六
、

六
九
六
雨

(

3

)

 

に
上

っ
て
い
た
。
上
海
に
つ
レ
て
は
、

宣
統
三
年
に
饗
掛
江
蘇
全
省
認
掲
蘇
事
務
所
が
行

っ
た
調
査
で
も
、
「
認
摘
は
す
で
に
六
十
絵
業
に
達

(
4
)
 

し
て
い
る
」
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
雨
地
に
お
い
て
認
摘
納
税
額
の
多
か

っ
た
貨
物
は
、
蘇
州
で
は
機
製
椴

・
洋
貨

・
生
糸
・
建
猪
な
ど
が
拳

(
5
)
 

げ
ら
れ
、
上
海
で
は
綿
糸

・
江
北
蹴
肉
・

紙
貨

・
綿
花
等
が
目
立

っ
て
レ
た
。
蘇
州

・
上
海
以
外
の
各
地
に
つ
レ
て
は
、

上
の
簿
掛
江
蘇
全
省

認
摘
蘇
事
務
所
の
調
査
と
江
蘇
諮
議
局
に
よ
る
宣
統
二
年
の
調
査
が
参
考
に
な
る
だ
ろ
う
。
雨
調
査
報
告
が
記
す
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
常
熟

・

崇
明
・

卒
望

・
感
津
・
主
円
浦
・
常
州

・
無
錫

・
鎮
江
・
東
唐
笠
・
丹
陽

・
金
壇
等
の
蘇
廃
各
地
に
お
い
て
も
、
蘇
州

・
上
海
ほ
ど
の
規
模
と
税

(

6

)

 

額
で
は
な
い
に
せ
よ
、
認
摘
(
た
だ
し
包
摘
を
若
干
含
む
)
に
よ

っ
て
謹
金
を
納
入
し
て
い
る
商
品
が
存
在
し
た
。
ま
た
、
日
本
の
外
務
省
が
各

- 70ー

地
領
事
館
に
命
じ
て
行

っ
た
同
時
期
の
調
査
で
も
、
上
海
の
綿
花
商
や
蘇
州
の
生
糸
一商

・
絹
織
物
商
の
ほ
か
、
無
錫
の
生
糸
業
者
が
認
摘
に
よ

(
7
)
 

っ
て
壷
金
を
納
入
し
て
レ
た
事
例
が
具
盟
的
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。

(
8
)
 

高
橋
孝
助
は
、
認
揖
を
萱
金
を
め
ぐ
る
官
一商
聞
の
妥
協
、
と
り
わ
け
「
一商
人
サ
イ
ド
か
ら
の
む
し
ろ
前
向
き
の
妥
協
」
と
見
て
い
る
が
、
蘇

厩
に
お
け
る
認
摘
の
普
及
も
、

た
し
か
に
蘇
属
の
行
財
政
蛍
局
が
積
極
的
に
奨
勘
し
た
結
果
と
い
う
よ
り
、

一
商
入
居
か
ら
の
要
請
に
よ
る
と
こ

ろ
が
大
き
か
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
黙
を
窺
わ
せ
る
の
が
、
宣
統
年
聞
に
問
題
化
し
た
「
裁
萱
認
摘
」
を
め
ぐ
る
嘗
局
と
一
商
入
居
の
動
き
で

(

9

)

 

あ
る
。
宣
統
元
年
一

O
月
、
江
蘇
巡
撫
程
徳
全
よ
り
提
出
さ
れ
た
謹
金
徴
牧
方
法
改
訂
案
を
審
議
し
て
い
た
諮
議
局
は
、
「
裁
輩
認
摘
」
、
す

(

叩

)

な
わ
ち
省
内
の
麓
局
常
を
撤
時
成
し
て
麓
金
を
全
面
的
に
認
摘
化
す
る
濁
自
の
改
革
案
を
可
決
し
た
。
こ
の
決
議
を
受
け
た
各
地
一
商
務
純
舎

・
分

(
U
)
 

曾
は
、
翌
二
年
七
月
に
全
省
一
商
舎
聯
合
大
舎
を
開
催
し
て
、
江
寧
と
蘇
州
に
鋳
掛
江
蘇
全
省
認
捕
事
務
所
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
雨
事
務
所

(

ロ

)

「裁
萱
認
摘
」
を
貫
現
す
る
前
提
と
し
て
麓
金
枚
入
の
貧
態
調
査
を
貧
施
し
た
。
先
に
燭
れ
た
簿
掛
江

か
ら
省
内
各
地
に
調
査
員
を
波
遁
し

蘇
全
省
認
禍
蘇
事
務
所
の
報
告
は
、

こ
の
と
き
の
調
査
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ

っ
た。

輩
金
の
一
律
認
摘
化
は
、

寧
属
〈
江
北
地
方
〉
各
地
に



一
商
人
層
の
閥
心
は
認
摘
が
普
及
し
つ
つ
あ
っ
た
蘇
屡
の
方
が
蛍
然

高
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
蘇
事
務
所
の
調
査
と
は
別
に
、
諮
議
局
議
員
が
蘇
属
各
地
一
一
商
舎
を
封
象
に
行
っ
た
調
査
で
は
、
訪
問
先
二
三
商
曾

(

日

)

一
七
の
一
商
舎
が
「
裁
萱
認
摘
」
に
賛
成
の
意
向
を
示
し
て
い
た
。

も
調
査
員
が
涯
遁
さ
れ
た
よ
う
に
、
全
省
を
封
象
と
す
る
も
の
だ

っ
た
が
、

の
う
ち

し
か
し
、
蘇
履
行
財
政
蛍
局
は

「
裁
輩
認
摘
」
の
質
施
に
は
明
ら
か
に
消
極
的
で
あ
っ
た
。
宣
統
年
聞
に
蘇
嵐
清
理
財
政
局
が
ま
と
め
た

「
蘇
腐
財
政
説
明
書
」
は
、
認
摘
が
請
負
者
た
る
商
人
の
「
自
私
」

「
横
取
」
を
招
く
黙
で
官
吏
の
「
中
飽
」
と
異
な
ら
な
い
こ
と

ま
た
生

産
地
と
販
貰
地
で
徴
牧
す
る
萱
金
を
商
人
に
請
け
負
わ
せ
る
こ
と
は
技
術
上
可
能
だ
が
、
中
開
通
過
地
で
徴
牧
す
る
麓
金
や
他
省
か
ら
の
移
入

貨
物
に
課
す
萱
金
を
一
商
人
の
請
負
に
委
ね
る
の
は
困
難
で
あ
る
と
し
て
、
認
摘
制
度
の
援
大
に
は
難
色
を
示
し
、

(

M

)

 

金
徴
枚
方
法
と
し
て
「
統
摘
制
」
の
貧
施
を
掲
げ
て
い
た
。

そ
れ
に
代
置
す
る
新
た
な
輩

統
摺
制
と
は
、
従
来
の
「
遇
未
完
摘
」
の
方
法
を
改
め
、
中
開
通
過
地
の
各
麓
局
未
ご
と
に
徴
牧
さ
れ
る
輩
金
の
総
額
を
、
他
省
か
ら
移
入

71ー

す
る
貨
物
の
場
合
は
入
省
後
第
一
の
局
長
で
、

ま
た
省
内
を
通
行
す
る
貨
物
の
場
合
は
起
運
後
第
一
の
局
未
で
一
括
徴
牧
す
る
も
の
で
、
中
開

通
過
地
で
輩
金
を
重
徴
さ
れ
な
い
限
り
に
お
い
て
た
し
か
に
合
理
的
で
は
あ
っ
た
。
し
か
し
、
統
掲
制
で
は
萱
局
未
が
完
全
に
裁
撤
さ
れ
る
わ

け
で
は
な
い
た
め
、
商
人
層
は
そ
の
寅
施
に
つ
い
て
は
極
め
て
悲
観
的
で
、
統
摘
制
を
回
避
す
る
た
め
に
も
「
裁
輩
認
摘
」
の
貫
現
に
大
き
な

(

お

)

期
待
を
寄
せ
て
い
た
。
結
局
、
江
蘇
巡
撫
程
徳
全
は
、

一商
人
層
の
こ
う
し
た
要
求
を
押
し
切
る
形
で
、
宣
統
三
年
六
月
か
ら
蘇
属
に
統
摘
制
を

賓
施
す
る
決
定
を
下
し
た
。
統
掲
制
を
賓
施
す
る
に
先
立
ち
、
程
徳
全
は
諮
議
局
議
長
張
警
に
書
簡
を
迭
っ
て
理
解
を
求
め
、
ま
た
蘇
州
布
政

(

日

)

使
司
が
起
草
し
た
「
改
蹄
統
掴
拒
要
樹
事
章
程
」
で
も
、
従
来
の
認
摘
に
劃
し
て
そ
の
縫
績
を
認
め
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

こ
う
し
た
懐
柔
を
伴
い
な
が
ら
統
掴
制
が
強
行
さ
れ
た
こ
と
は
、
辛
亥
革
命
前
夜
に
至
る
ま
で
、
清
末
の
行
財
政
嘗
局
が
、
認
掲
制
度
の
嫌
充

に
は
消
極
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
如
貫
に
物
語

っ
て
い
た
。
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(二)

民
初
l
認
摘
の
積
極
的
擁
充

辛
亥
革
命
後
、
江
蘇
省
で
は
賛
金
の
撤
鹿
が
い
っ
た
ん
宣
言
さ
れ
た
が
、
財
政
牧
入
の
不
足
か
ら
、

ほ
ど
な
く
臨
時
省
議
舎
に
よ

っ
て
輩
金

の
名
義
を
貨
物
税
に
改
め
て
徴
牧
を
再
開
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
こ
の
後
、
寧
属
で
は
前
清
時
代
の
麓
金
醤
制
が
そ
の
ま
ま
援
用
さ
れ
る

と
と
も
に
、
蘇
腐
に
つ
い
て
は
新
た
に
貨
物
税
徴
牧
に
向
け
て
章
程
が
立
案
さ
れ
て
い
く
。
そ
し
て
、
注
目
す
べ
き
こ
と
に
、
省
嘗
局
は
貨
物

税
の
施
行
に
伴
っ
て
、
清
末
と
は
逆
に
認
掲
の
燐
充
に
積
極
的
な
姿
勢
を
示
す
よ
う
に
な
っ
た
。

一
九
一
一
年
一
一
一
月
の
省
議
舎
の
議
決
を
受
け
て
都
督
府
が
公
布
し
た
貨
物
税
の
暫
行
章
程
は
、
徴
牧
方
法
と
し
て
、
各
豚
及
び
一
商
業
の
盛

ん
な
市
銀
に
徴
牧
機
闘
を
設
置
し
、

商
取
引
ご
と
に
仕
入
れ
一商
側
か
ら
貨
物
税
を
徴
牧
す
る
と
い
う
方
針
を
示
し
、
認
掲
に
つ
い
て
は
①
「
各

勝
股
賓
の
本
業
董
事
」
が
請
負
額
を
擬
定
し
都
督
の
認
可
を
得
た
な
ら
散
牧
か
ら
認
摘
に
轄
換
で
き
る
こ
と
、

②
従
来
か
ら
の
認
掴
貨
物
は
煙

(

口

)

革
・
滴
・
茶
・
糖
各
類
を
除
い
て
以
前
の
請
負
額
の
八
割
を
納
附
す
れ
ば
よ
レ
こ
と
、
以
上
の
二
貼
を
指
示
し
て
い
た
。
こ
の
暫
行
章
程
施
行
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時
の
都
督
は
、
清
末
に
巡
撫
と
し
て
認
摘
制
度
の
蹟
充
に
消
極
的
な
姿
勢
を
示
し
た
程
徳
全
で
あ
っ

た。

つ
ま
り
彼
は
、
都
督
と
な
る
や
巡
撫

時
代
の
方
針
を
一
蹴
し
て
、
散
牧
か
ら
認
摘
へ
の
轄
換
、
す
な
わ
ち
認
摘
制
度
を
奨
働
す
る
姿
勢
に
鱒
じ
た
わ
け
で
あ
る
。
た
だ
し
、
三
ヶ
月

を
試
行
期
間
と
し
て
質
施
さ
れ
た
こ
の
暫
行
章
程
は
、
そ
の
聞
に
税
牧
の
進
捗
が
思
わ
し
く
な
く
、

(

叩

日

)

封
す
る
不
満
が
績
出
し
た
た
め
修
正
を
除
儀
な
く
さ
れ
た
。

ま
た
蘇
属
各
地
の
一商
人
か
ら
徴
枚
方
法
に

一
九
一
二
年
三
月
、
都
督
府
の
復
議
を
受
け
た
省
議
曾
財
政
審
査
舎
は
、
上
海
・
南
京
・
蘇
州

・
通
崇
海
等
の
各
一商
曾
代
表
を
交
え
て
暫
行

(

山

口

)

(

加

)

章
程
の
再
検
討
を
開
始
し
、
五
月
に
は
省
議
舎
を
通
過
し
た

「江
蘇
暫
行
貨
物
税
章
程
」
が
都
督
府
か
ら
公
布
さ
れ
た
。
こ
の
新
章
程
が
、

ヤ

、ー

れ
以
降
一
九
一
四
年
六
月
の
全
面
改
定
に
至
る
ま
で
、
蘇
属
に
お
け
る
貨
物
税
制
度
の
準
則
と
な

っ
て
い
く
。
同
一
章
程
に
よ

っ
て
従
来
の
輩
局

ヰ
ト
は
い
っ
た
ん
撤
慶
さ
れ
、
新
た
な
徴
牧
機
閥
と
し
て
貨
物
税
公
所
(
税
務
公
所
と
も
い
う
)
が
設
立
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
後
、
蘇
属

に
は
一
四
の
総
公
所
と
一
五
八
の
分
公
所
が
置
か
れ
、
寧
属
に
お
い
て
貨
物
税
制
度
が
適
用
さ
れ
た
南
通

・
海
門
に
も
ニ
総
公
所
と
二
セ
分
公



(

況

)

所
が
設
置
さ
れ
た
。
ま
た
、
貨
物
税
の
税
率
は
従
債
二
%
を
基
準
と
し
、
①
一一
商
品
の
生
産
地
で
徴
牧
す
る
出
産
税
、
②
消
費
地
で
徴
牧
す
る
錨

「
牢
税
」
す
な
わ
ち
一
%
ず
つ
に
分
け
て
徴
牧
す
る
方
法
が
採

場
税
、
③
省
内
移
入
時
に
課
す
進
省
税
、
④
省
外
移
出
時
に
課
す
出
省
税
を
、

(

沼

)

用
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
蘇
腐
を
通
行
す
る
貨
物
は
、
上
記
四
種
の
牢
税
の
う
ち
二
つ
を
組
み
合
わ
せ
て
従
債
二
%
の
税
を
徴
牧
さ
れ
、
中

開
通
過
地
に
お
い
で
は
重
徴
さ
れ
な
い
こ
と
が
原
則
と
な
っ
た
。
こ
の
税
率
は
、

(
幻
)

は
る
か
に
低
い
も
の
だ
っ
た
。

「
遇
未
完
掲
」
の
方
法
に
よ
っ
て
一
O
%
以
上
に
達
す
る
こ

と
が
あ
っ
た
清
朝
時
代
に
比
べ
れ
ば
、

ま
た
同
章
程
は
、
認
摘
に
つ
い
て
も
前
回
の
章
程
よ
り
詳
細
な
規
定
を
設
け
て
、
税
制
の
な
か
に
認
摘
制
度
を
組
み
込
も
う
と
す
る
意
圃
を

一
一
層
鮮
明
に
し
た
。
同
章
程
が
掲
げ
る
認
損
関
連
の
規
定
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
①
「
各
地
股
買
の
本
業
董
事
」
は
近
在
の
徴
牧
機
関
と
請

負
額
を
協
議
・
決
定
し
、
都
督
府
の
認
可
を
得
れ
ば
認
捕
に
輔
換
で
き
る
が
、
開
業
外
者
は
認
摘
業
務
を
措
嘗
で
き
な
い
。
②
徴
牧
機
関
は
商

業
の
寅
態
を
調
査
し
た
上
で
請
負
者
と
協
定
額
の
増
減
を
協
議
で
き
る
。
③
請
負
者
は
巡
丁
を
勝
手
に
設
置
し
て
は
な
ら
な
い
。
④
従
来
か
ら
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の
認
摘
は
こ
れ
ま
で
遁
り
縫
績
し
、
煙
草
・
酒
以
外
の
品
目
に
つ
い
て
は
従
来
の
請
負
額
の
八
割
を
納
入
す
れ
ば
よ
い
。
こ
の
規
定
を
前
回
の

章
程
と
比
較
す
る
と
、
②
③
は
新
た
に
追
加
さ
れ
た
規
定
で
あ
り
、
①
④
に
つ
い
て
は
、
「
股
貫
の
本
業
董
事
」
が
徴
牧
機
関
と
請
負
額
に
つ

い
て
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
貼
に
や
や
獲
化
が
あ
る
。
ま
た
、
同
業
外
者
が
営
利
目
的
で
請
け
負
う
包
捕
の
禁
止
が
附
け
加
え
ら

れ
る
と
と
も
に
、
請
負
額
二
割
減
額
の
封
象
外
品
目
か
ら
茶
・
糖
類
が
削
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
規
定
上
の
饗
化
や
追
加
は
、
主
に
認
摘
貫

施
の
環
境
を
法
的
に
整
備
し
て
お
こ
う
と
す
る
目
的
か
ら
出
た
も
の
だ
ろ
う
。
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し
か
し
、
こ
の
新
章
程
に
劃
し
て
も
、
徴
牧
方
法
の
獲
化
や
物
債
の
獲
動
な
ど
に
よ
っ
て
貧
徴
額
が
む
し
ろ
以
前
に
比
べ
て
増
加
す
る
一
商
品

(
川
品
)

が
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
寅
施
嘗
初
は
上
海
を
中
心
と
し
た
一
商
人
層
の
反
劃
が
強
か
っ
た
。
「
上
海
在
留
商
一
人
等
ハ
、
民
権
ノ
勢
力
強
大
ト
ナ
レ

ル
ヲ
利
用
シ
大
-
一
右
貨
物
税
ノ
寅
施
ニ
反
劃
セ
ル
結
果
、
嘗
地
税
務
総
公
所
ハ
江
蘇
都
督
こ
果
請
シ
、
都
督
ハ
原
案
ニ
多
少
ノ
修
正
ヲ
加
へ
テ

ハ
お
)

之
レ
ヲ
施
行
セ
ン
ト
シ
タ
ル
モ
、
之
亦
一
商
人
等
ノ
承
伏
ス
ル
所
ト
ナ
ラ
ス
」
と
い
う
拭
況
は
、
貨
物
税
と
し
て
輩
金
が
復
活
す
る
こ
と
に
劃
す

る
商
人
層
の
拒
絶
反
騒
を
い
み
じ
く
も
示
す
も
の
だ
っ
た
。
か
か
る
賦
況
に
直
面
し
た
省
政
府
は
、
貨
物
税
賞
施
に
封
す
る
一
商
人
層
の
理
解
を
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得
る
に
は
、
認
摘
制
度
を
綴
充
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
改
め
て
思
い
知
ら
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。

ま
た
、
税
務
官
僚
の
な
か
に
は
、
上
海
貨
物
税
総
公
所
所
長
張
蕎
鏑
の
よ
う
に
、
貨
物
税
を
一
一
律
認
掲
化
し
て
将
来
営
業
税
に
轄
化
す
べ
き

こ
と
を
説
く
者
も
い
た
。
清
末
に
お
い
て

「裁
萱
認
摘
」
が
目
指
さ
れ
た
際
も
、
諮
議
局
の
議
決
案
は
萱
金
の
全
面
的
認
掴
化
を
営
業
税
導
入

(

お

)

に
至
る
過
渡
的
措
置
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
た
が
、
民
園
成
立
後
に
な
る
と
官
僚
の
な
か
か
ら
同
様
の
主
張
が
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。
貨
物
税
施
行
後
の
一
九
一
二
年
七
月
、
張
寄
鏑
は
、

主
に
日
本
の
例
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
営
業
牧
盆
に
劃
し
て
賦
課
す
る
営
業
税
は

中
闘
に
お
け
る
認
摘
に
近
似
し
て
い
る
た
め
、
認
摘
を
営
業
税
に
鱒
換
し
て
い
く
こ
と
が
中
園
一商
人
の
貫
情
に
か
な
っ
た
改
革
で
あ
る
と
指
摘

し
つ
つ
、
現
在
上
海
で
は
一
商
人
に
認
摘
へ
の
改
掛
を
積
極
的
に
勧
導
中
で
あ
り
、
今
後
他
の
「
一
商
業
繁
盛
の
地
」
で
も
認
指
化
を
推
進
し
て
、

(

幻

)

営
業
税
開
始
の
基
礎
に
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
た
。
彼
の
呈
文
を
受
け
た
都
督
程
徳
全
は
、
こ
こ
で
も
「
裁
麓
認
掲
」
を
垣
否
し
た
清

末
巡
撫
時
代
と
は
裏
腹
に
、
貨
物
税
の
一
律
認
摘
化
は
「
園
課
と
商
情
と
も
に
稗
盆
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
」
と
し
て
、
同
月
末
、
蘇
属
各
貨
物

(

お

)

税
公
所
に
射
し
そ
の
企
書
了
質
施
を
命
令
す
る
に
至
っ
た
。
こ
の
命
令
は
、
蘇
腐
の
萱
金
徴
牧
を
認
捕
に
一
元
化
し
よ
う
と
す
る
貼
で
、
散
牧
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か
ら
認
摘
へ
の
鞠
換
を
一
商
人
の
選
擦
に
委
ね
て
い
た
ー
ー
し
た
が
っ
て
、
輩
金
徴
牧
に
お
け
る
散
牧
と
認
掲
の
併
存
を
あ
く
ま
で
前
提
と
し
て

ま
た
清
末
に
諮
議
局
と
各
地
一
商
務
総
舎

・
分
舎
が
要
求
し
て
い
た
「
裁
麓
認

い
た
|
|
新
-
章
程
の
規
定
よ
り

一
歩
踏
み
込
ん
だ
も
の
で
あ
り
、

摘
」
の
質
施
を
容
認
し
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
明
ら
か
に
省
政
府
は
、
新
章
一
程
寅
施
に
劃
す
る
一商
人
層
の
反
躍
を
、

よ
り
積
極
的
な

訳
摘
披
充
策
に
よ
っ
て
懐
柔
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
た
経
緯
を
へ
て
、
民
園
成
立
後
の
江
蘇
省
で
は
、
貨
物
税
制
度
の
下
で
認
摘
が
省
政
府
に
よ
っ
て
積
極
的
に
容
認
さ
れ
る
こ
と

と
な

っ
た
。
そ
も
そ
も
、
貨
物
税
の
章
一
程
に
認
摘
を
奨
闘
す
る
よ
う
な
規
定
が
盛
り
込
ま
れ
た
背
景
に
は
、
光
復
後
い
っ
た
ん
鹿
止
さ
れ
た
輩

金
-V
筏
活
す
る
に
嘗
た
っ
て
、

商
人
層
の
支
持
を
得
な
け
れ
ば
十
分
な
税
牧
を
確
保
す
る
こ
と
は
期
待
で
き
な
い
、

と
い
う
省
政
府
の
危
倶
が

あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
清
末
に
巡
撫
と
し
て
認
捕
の
披
充
に
消
極
的
だ
っ
た
程
徳
全
が
、
都
督
就
任
後
そ
の
方
針
を
一
轄
さ
せ
た
の
も
、
省
政

か
く
し
て
認
摘
は
、
蘇
回
閣
に
お
い
て
は
「
重
要
一
商
品
ノ
輩
金

府
税
牧
の
確
保
と
い
う
黙
を
重
視
し
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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単位:元(%)蘇属各地の認指牧入 (1912年)表 1

B/ A x 100 

52.6 (90.9) 

18.4 (62.8) 

14.9 (74.3) 

8.0 (73.5) 

B 認指牧入(税目数)

194，234 (40) 

25，631 (27) 

46，621 (26) 

13，309 (25) 

|A貨物税鍬入(税目数)I 
368，992 (44) 

139，377 (43) 

312，010 (35) 

165，754 (34) 

海

州

錫

江

上

蘇

無

奥

典嬢 「江蘇省公報』 第132期 (1913年4月17日〉江蘇省行政公署指令第4728抗，第140期

(5月6日〉向指令第5923銃，第148期 (5月24日〉同指令第6881競，第144期 (5

月15日〉附録，より作成。

:上海は 5 月 13 日 ~12月 31 日，蘇州・奥江は 5 月 11 日 ~12月 31 日，無錫は 6 月 1 日~

12月31日までの数値。

ハ
概
ネ
認
摘
ト
ナ
リ
居
レ
リ
」
と
評
さ
れ
、
ま
た
上
海
で
は
一
九
一
一
一
一
年
三
月
の
時
貼
で
「
認
税

ハ
税
表
品
目
全
数
ノ
八
、
九
割
」
に
達
し
た
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
、
貨
物
税
制
度
の
飲
く
べ
か
ら
ざ

(

勾

)

る
一
環
を
占
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

表
ー
は

一
九
一
二
年
の
蘇
属
各
地
に
お
け
る
認
掲
の
税
目
数
と
牧
入
額
を
例
示
し
た
も
の
で

あ
る
。
同
表
に
よ
る
と
、
全
税
自
の
約
九
割
が
認
摘
で
あ
る
上
海
を
は
じ
め
、

た
し
か
に
蘇
属
で

は
「
重
要
一
商
品
ノ
萱
金
ハ
概
ネ
認
摘
」
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

し
か
し
、
牧
入
額
に
眼

を
轄
ず
る
と
、
各
地
の
認
摘
牧
入
が
貨
物
税
全
牧
入
に
占
め
る
割
合
は
税
目
の
割
合
に
比
べ
て
存

外
に
低
い
。
上
海
で
は
、

そ
れ
で
も
五
二

・
六
%
に
達
す
る
も
の
の
、
蘇
州
・
無
錫
・
呉
江
で
は

軒
並
み
ニ
O
%
以
下
の
水
準
に
止
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
理
由
と
し
て
は
、
認
摘
の
封
象
と
な
っ
た

-75 -

貨
物
が
、
そ
も
そ
も
取
引
額
の
零
細
な
一
商
品
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
い
た
か
、
あ
る
い
は
商
人
側

が
負
捨
を
軽
減
す
ベ
く
請
負
額
を
過
少
に
申
告
し
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら

の
認
摘
牧
入
額
の
割
合
は
、
省
政
府
が
一
商
入
居
に
認
揖
へ
の
轄
換
を
動
導
し
は
じ
め
る
以
前
や
そ

の
嘗
初
の
時
期
を
封
象
に
含
ん
で
お
り
、
そ
の
貼
も
勘
案
す
れ
ば
よ
り
上
方
に
修
正
す
る
必
要
が

あ
る
だ
ろ
う
。
何
れ
に
せ
よ
、
以
上
か
ら
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
、
蘇
腐
に
お
い
て
認
掲
の
税
目
数

と
牧
入
額
が
と
も
に
突
出
し
て
い
た
の
は
上
海
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
女
節
で
は
上
海
を
中
心
と

し
な
が
ら
、
認
摘
制
度
の
寅
態
に
迫

っ
て
み
た
い
。

註
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第
二
節

認
摘
制
度
の
賓
態
|
|
上
海
を
中
心
に
|

|

付

認
捕
の
手
績
き
と
認
摘
公
所

認
摘
事
務
を
捻
嘗
す
る
請
負
者
の
選
定
に
つ
い
て
、

(

ω

)

 

一
九
一
四
年
に
上
海
の
日
本
総
領
事
館
が
行
っ
た
調
査
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
レ
る
。

「
毎
年
々
初
ニ
笛
リ
、
入
札

ニ
類
ス
ル
方
法

-一
ヨ
リ
テ
最
高
ノ
認
摘
額
ヲ
承
認

シ
、
且
ツ
相
嘗
ノ
資
産
信
用
ア
ル
モ
ノ
ヲ
シ
テ
請
負
ハ
シ
ム
ル

:
:
:
、
大
髄
-
一
於
テ
請
負
ヲ
ナ
ス
モ
ノ
ハ
、
同
業
組
合
タ
ル
某
業
公
所
、
若
シ
ク
ハ
同
業
者
中
ニ
於
テ
二
一
ト
稽
セ
ラ
ル

L

大
商
一
人
之
レ
ヲ
認

摘
ス
。
尤
モ
中
ニ
ハ
何
等
請
負
ヲ
ナ
セ
ル
商
品
ト
関
係
ナ
キ
個
人
ノ
認
摘
ヲ
ナ
ス
モ
ノ
ナ
キ
ニ
ア
ラ
サ
レ
ド
モ
、
最
モ
多
数
ヲ
占
ム
ル
モ
ノ
ハ

認
摘
ヲ
ナ
セ
ル
一
商
品
ヲ
取
扱
フ
同
業
者
数
名
ノ
組
合
ヨ
リ
成
レ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
認
摘
ハ
純
然
タ
ル
一
個
ノ
請
負
営
業
ニ
シ
テ
蛍
地
一
一
於
テ
ハ

-76 -

比
較
的
割
ノ
ヨ
キ
営
業
ト
見
倣
サ

レ
居
ル
」
。

上
海
で
は
「
入
札
ニ
類
ス
ル
方
法
」
に
よ
っ
て
請
負
者
を
決
定
し
、
大
抵
の
場

こ
の
よ
う
に
、

合
、
同
業
闇
鰻
あ
る
い
は
同
業
者
中
の
大
商
人
が
落
札
し
、
同
業
外
者
が
請
け
負
う
包
摘
は
あ
っ
た
と
し
て
も
少
数
に
止
ま
っ
て
い
た
。

「江

蘇
暫
行
貨
物
税
章
程
」
は

「
各
地
段
買
の
本
業
董
事
」
が
請
負
額
を
貨
物
税
公
所
と
協
議
・
決
定
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
た
が
、

そ
こ
で
い

う
協
議
・
決
定
も
、

「
入
札
ニ
類
ス
ル
方
法
」
を
通
じ
て
行
う
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
落
札
し
た
一
商
人
を
「
認
萌
」
と
稽
す
る
が
、
認
掴
事
務
を
惜
銅
賞
す
る
こ
と
に
な
っ
た
認
繭
や
同
業
圏
鐙
は
、
開
業
者
か
ら
認
摘
を
徴

牧
す
る
た
め
に
特
別
の
機
闘
を
設
置
す
る
。
こ
の
機
関
は
清
末
以
来
「
認
摘
公
所
」
と
稽
さ
れ
た
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
民
園
期
に
な
る
と

省
政
府
の
命
令
で

「
認
掴
事
務
所
」
と
そ
の
名
稀
を
改
め
る
よ
う
に
な
っ
た
(
た
だ
し
本
橋
で
は
、
煩
雑
さ
を
避
け
る
た
め
、
史
料
か
ら
の
引
用
以
外

は
名
稽
を
認
掲
公
所
に
統

一
し
て
お
く
)
。

民
園
初
年
の
上
海
に
お
い
て
確
認
で
き
る
二
五
の
認
摘
公
所
を
列
島
争
し
た
も
の
で
あ
る
。

表
2
は

日

「嘗
一地

ニ
於
ケ
ル
認
税
事
務
所

ハ
其
数
十
徐
ケ
所
ノ
多
キ
ニ
達
シ
、
其
所
在
地
ス
ラ
モ

(
泊
)

戦
入
外
商
ハ
固
ヨ
リ
支
那
商
人
ト
難
モ
、
組
合
員
以
外
ノ
モ
ノ
ハ
之
レ
ヲ
知
ル
モ
ノ
甚
タ
少
ナ
キ
有
様
」
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
上
海
貨

本
総
領
事
館
の
調
査
報
告
は
、
認
摘
公
所
に
つ
い
て
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民園初年上海の認指公所表 2

南市吉群街21鋭

南市施家術

南市2$堕E馬頭65党
南市大E馬頭135貌

南市裏馬路安卒南里

向上

南市撞5馬頭

南市外馬路135競

南市大橋頭124貌

小南門外大街

南市外馬路135鋭

南市落盤E馬頭6'5党

南市外麟瓜街183~売

南市外馬路6挽

南市外馬路136貌

南市大橋頭(振華堂洋布公
所所在地〕

人参類

醤油・酒類

落花生池・貴重海産物

石油，落花生泊等

紙銭材料・雑紙類

考

理漬け魚・肉類

備

藍物類

石油

地

南市裏鰍瓜街175銃

南市裏献瓜街159銃

域内安仁橋78貌

在所公所(事務所〉名

薬業認調公所

参業認掲公所

醤園酒作認摘庭

生油北貨認掲公所

窯貨認掲公所

由主臓業認掲公所

洋庚雑貨認掲(落地〉公所

水果認掲線公所

き奪防設青認指公所

討企沼茶葉落地認指公所

洋泊花生雑骨毛角認摘公所

錫箔草紙認摘公所

各色染指線公所

上海洋治認指公所

漁業認指公所

草貨牛皮認掲公所

鶏鴨認掲公所

紙業認摘公所

洋布認摘公所 清末の洋貨公所か?

名稽は清末のもの

貴重海産物類

南市仮，む里

南市大橋頭

向上

南市

綿糸認摘公所

糖業認指公所

北貨認摘事務所

豆褒認摘公所

綿花認指公所

遜悪布認税事務所 |;機械製綿織布

典嬢 r上海指南J (1912年，第7版，商務印書館〉巻二地方行政，東亜同文曾編『支那

経済金書』第3輯 (1907年)(jg~77頁 í上海ニ於ケノレ貨物税認指制度ニ関スノレ調

査報告提出ノ件J1914年 3月2日， 有吉上海総領事→牧野外相(外務省記録3.14.

4.11 Ii清圏各地重量金事情取調一件』第 2巻)， r新聞報J1913年4月22日「廠布認

摘之批示」。

物
税
総
公
所
は
、
認

掲
公
所
に
闘
す
る
情

報
を
公
開
し
な
か

っ

た
た
め
、
線
領
事
館

の
調
査
も
か
な
り
の

苦
心
を
伴
っ
た
よ
う

だ
が
、
表

2
か
ら
民

園
初
年
の
上
海
に
お

い
て
少
な
く
と
も

-77 -

「十
絵
ケ
所
」
以
上

の
認
摘
公
所
が
存
在

し
、
そ
の
所
在
地
は

南
市
に
集
中
し
て
い

た
こ
と
が
確
認
で
き

L
よ
久
ノ
。

た
だ
し
、
上

海
の
認
摘
公
所
の
数

に
つ
い
て
は
、
前
述

の
よ
う
に
一
九
二
ニ

年
三
月
の
時
黙
で
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「
認
税
ハ
税
表
品
目
全
数
ノ
八
、
九
割
」
を
占
め
て
い
た
か
ら
、
表
2
に
掲
げ
た
以
外
に
も
、
こ
こ
で
確
認
で
き
な
い
認
損
公
所
は
か
な
り
存

(
M
M
)
 

在
し
た
は
ず
で
あ
る
。
な
お
、
認
摘
公
所
が
華
界
の
南
市
に
集
中
し
て
い
た
の
は
、
清
代
以
来
の
開
業
圏
瞳
(
曾
館
・
公
所
)
の
所
在
地
が
、
豚

(

m
品

)

城
・
南
市
に
集
中
し
て
い
た
こ
と
の
反
映
と
見
ら
れ
る
。

認
摘
公
所
の
内
部
構
成
に
つ
い
て
は
、

『
支
那
経
済
全
書
』
に
清
末
に
お
け
る
上
海
紙

そ
の
詳
細
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

業
認
摘
公
所
の
規
約
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
同
認
摘
公
所
に
は
取
締
役
・
董
事
・
幹
事
・
司
事
・
巡
丁
等
の
職
掌
の
あ
っ
た
こ
と
が

判
明
す
る
。
取
締
役
は
認
摘
公
所
の
諸
事
を
執
行
す
る
権
を
有
し
、
幹
事
は
取
締
役
ま
た
は
董
事
の
推
薦
に
よ
っ
て
選
抜
さ
れ
た
と
い
う
。
司

(

川

品

)

事
と
巡
丁
は
、
貨
物
の
検
査
と
同
業
者
の
脱
税
を
防
ぐ
た
め
水
陸
の
巡
察
を
捨
営
し
た
。
認
摘
公
所
の
内
買
は
、
組
織
す
る
業
種
に
よ
っ
て
一

定
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
紙
業
認
摘
公
所
の
事
例
と
極
端
に
か
け
離
れ
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
し
、
民
園
成
立
以
降
の
認
掴
公
所
に

つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
は
ず
で
あ
る
。
た
だ
し
、
民
園
期
の
省
政
府
は
、
認
摘
公
所
の
設
立
を
同
業
圏
瞳
・
認
一
商
の
自
由
に
任
せ
て

- 78-

い
た
わ
け
で
は
な
く
、

一
九
一
一
一
年
の
時
貼
で
は
む
し
ろ
禁
止
し
よ
う
と
し
て
い
た
。

す
で
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、

一
九
一
一
一
年
五
月
に
公
布
さ
れ
た
「
江
蘇
暫
行
貨
物
税
章
程
」
は
、
同
業
圏
瞳
・
認
一
商
に
よ
る
巡
丁
の
設
置
を

禁
止
し
て
い
た
が
、
そ
れ
は
貨
物
検
査
業
務
を
貨
物
税
公
所
に
委
託
さ
せ
、
認
掲
徴
牧
も
貨
物
税
公
所
の
直
接
的
掌
握
下
に
置
こ
う
と
し
た
た

(
お
)

め
で
あ
っ
た
。
省
政
府
は
、

一商
人
の
自
排
す
る
私
的
な
機
闘
が
、
公
的
な
徴
放
機
関
で
あ
る
貨
物
税
公
所
と
同
様
の
機
能
を
も
つ
こ
と
に
否
定

的
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
一
九
一
二
年
の
八
月
末
、
都
督
程
徳
全
は
各
貨
物
税
公
所
に
劃
し
て
、
包
摘
の
取
り
締
ま
り
を
厳
命
す
る
と
と
も
に
、

ハ
鉛
)

同
業
者
が
認
摘
す
る
場
合
も
公
所
を
設
立
し
て
巡
丁
を
設
置
し
て
は
な
ら
な
い
旨
を
改
め
て
命
令
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
方
針
に
射
し
て
は
上

南
市
一
商
舎
(
豚
商
舎
)
が
組
織
す
る
一
商
業
維
持
舎
は
、

(
幻
)

し
、
今
後
の
新
設
は
禁
止
す
る
と
い
う
安
協
案
を
貨
物
税
総
公
所
に
提
案
し
て
い
た
。
こ
の
後
の
詳
し
い
経
緯
は
不
明
だ
が
、
結
局
、
省
政
府

海
の
認
一
商
・
同
業
圏
韓
の
抵
抗
が
強
く

既
設
の
認
摘
公
所
に
つ
い
て
は
撤
慶
を
克
除

は
こ
う
し
た
一
商
人
側
の
抵
抗
に
押
さ
れ
る
形
で
、
巡
丁
私
設
の
禁
止
を
原
則
と
し
つ
つ
、
認
指
公
所
の
設
立
は
認
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
よ
う

(

お

〉

(

鈎

)

で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
省
政
府
は
認
摘
公
所
の
名
稽
を
認
禍
事
務
所
に
出
現
更
す
る
決
定
を
下
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。



省
政
府
と
し
て
は
、
商
人
の
私
的
な
機
闘
を
貨
物
税
の
徴
牧
機
関
と
し
て
認
め
る
以
上
、
公
的
徴
牧
機
関
た
る
貨
物
税
公
所
と
の
匡
別
を
、
名

稽
の
上
だ
け
で
も
明
確
に
し
て
お
こ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、

上
海
の
認
摘
公
所
が
認
摘
を
徴
牧
す
る
手
積
き
と
方
法
は
以
下
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

「
税
務
総
公
所
ハ
認
摘
公
所
ニ
封
シ
、
請

負
商
品
ニ
針
シ
テ
徴
牧
ス
可
キ
税
額
(
此
税
額
ハ
認
摘
公
所
カ
一
般
一
商
人
ヨ
リ
徴
牧
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
此
牧
入
額
中
ヨ
リ
請
負
額
ヲ
上
納
ス

ル
モ
ノ
ト
ス
〉
ノ
最
高
限
度
ヲ
定
メ
、

請
負
業
者
タ
ル
認
掲
公
所

ハ
其
以
上
ノ
額
ヲ
一
般
一
商
人
ヨ
リ
徴
牧
ス
可
カ
ラ
サ
ル
規
定
ナ
リ
」
。

税
公
所
開
チ
貨
物
税
請
負
業
者
ハ
毎
月
一
定
ノ
金
額
ヲ
税
務
公
所
-
一
納
付
ス
ル
代
リ
ニ、

(
M
W
)
 

取
立
ツ
ル
モ
ノ
ト
ス
」
。

「
訪
山

一
方
ニ
於
テ
ハ
各
一商
人
ヨ
リ
請
負
額
以
上
ノ
牧
入
ヲ

つ
ま
り
、

認
摘
公
所
は
貨
物
税
公
所
が
定
め
た
最
高
額
の
枠
内
で
一
商
人
よ
り
税
を
徴
牧
し
、

そ
の
牧
入
中
か
ら
月
々

請
負
相
嘗
分
を
貨
物
税
公
所
に
納
め
て
い
た
わ
け
だ
が
、
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
認
摘
公
所
が
、
貧
際
に
徴
牧
し
た
税
額
と
請
負
納
附
額

と
の
差
額
を
取
得
で
き
た
離
で
あ
る
。
こ
の
黙
は
、
本
節
冒
頭
で
掲
げ
た
史
料
の

「認
摘
ハ
純
然
タ

ル
一
個
ノ
請
負
営
業
ニ

シ
テ
嘗
地
ニ
於
テ

- 79ー

ハ
比
較
的
割
ノ
ヨ
キ
営
業
ト
見
倣
サ
レ
居
ル
」
と
い
う
指
摘
に
封
躍
し
て
い
る
。

認
摘
徴
牧
に
あ
た
っ
て
生
じ
る
中
開
利
得
は
、
認
揖
公
所
の
運
営
経
費
や
同
業
圏
盟
内
の
分
配
金
と
な
る
可
能
性
も
あ
れ
ば
、
認
一
商
一
個
人
の

私
的
マ
ー
ジ
ン
と
な
る
可
能
性
も
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
清
末
上
海
の
綿
糸
認
摘
公
所
は
、
護
起
し
た
七
商
と
そ
れ
に
雁
じ
た
四

(

H

U

)

 

O
絵
商
が
、
認
摘
公
所
設
立
に
際
し
て
出
資
し
た
株
数
に
雁
じ
て
徐
剰
額
を
分
配
し
て
い
た
。
こ
れ
な
ど
は
明
ら
か
に
前
者
の
事
例
で
あ
る
。

一
方
、
後
者
の
事
例
と
な
る
と
、
同
業
内
の
一
商
人
が
請
け
負
っ
て
も
、
同
業
外
者
が
営
利
目
的
で
行
う
包
摘
と
何
ら
出
現
わ
り
な
い
も
の
に
な
る

が
、
民
園
成
立
後
の
上
海
で
は

「往
々
請
負
者
タ
ル
董
事
及
使
用
人
等
ニ
苛
索
貧
婆
飽
ク
ヲ
知
ラ
サ
ル
ノ
輩
ア
リ
、
訣
求
ヲ
之
レ
事
ト
シ
弊
筈

(

必

)

ノ
甚
シ
キ
モ

ノ
ア
ル
」
と
い
う
朕
況
が
た
し
か
に
存
在
し
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
米
業
の
認
商
で
あ
っ
た
張
築
君
は
、

一
九

一
二
年
五
月
に
民

生
園
計
舎
な
る
圏
瞳
に
よ
っ
て
、
年
間
四
蔦
四
、

0
0
0
元
の
請
負
額
に
劃
し
て
六
J
七
寓
元
の
徐
剰
を
私
物
化
し
て
レ
た
と
暴
露
さ
れ
て
い

(

円

相

)

ハ

必

)

る
。
彼
は
、
米
業
を
代
表
し
て
上
海
嫡
鵬
首
一
舎
の
議
董

・
舎
董
を
歴
任
し
た
ほ
ど
の
有
力
一
商
人
だ
が
、
そ
う
し
た
同
業
内
の
地
位
を
利
用
し
て
私

307 

的
な
利
盆
の
追
求
に
奔
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
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し
か
し
、
上
海
に
お
い
て
は
、
認
摘
が
認
一商
個
人
の
営
利
目
的
の
た
め
に
行
わ
れ
る
と
い
う
拭
況
は
、
必
ず
し
も
突
出
し
て
は
い
な
か
っ
た

ょ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
先
に
も
紹
介
し
た
上
海
貨
物
税
総
公
所
所
長
張
蕎
舗
が
、
一
九
一
二
年
九
月
に
新
江
省
財
政
司
長
へ
繭
持
出
し
た
後
、

(
何
日
)

漸
江
と
上
海
の
認
摘
と
を
比
較
し
て
茨
の
よ
う
に
語
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
判
断
で
き
る
。

「
本
司
は
先
に
江
蘇
省
に
お
い
て
上
海
の
税
務
を
慮

理
し
た
と
き
、
各
一商
人
に
劃
し
て
認
税
を
重
覗
し
て
い
く
よ
う
勤
導
し
、
ま
た
将
来
営
業
税
を
計
童
・
寅
施
す
る
基
礎
に
し
て
い
く
こ
と
を
主

張
し
た
。
:
:
:
上
海
各
業
の
認
税
は
全
韓
の
承
認
を
重
ん
じ
る
た
め
、
少
数
の
一
商
人
が
名
義
的
な
代
表
と
な
っ
て
引
き
受
け
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
新
江
省
で
は
認
摘
と
稽
し
て
も
買
は
包
摘
で
あ
っ
て
、
こ
の
ま
ま
放
置
し
て
お
け
ば
公
款
に
盆
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
だ

け
で
な
く
、
一
商
困
も
盆
々
重
く
な
っ
て
し
ま
う
L

。

張
蕎
鏑
が
観
察
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と

新
江
省
の
認
摘
は
同
業
外
者
が
「
名
義
を
儒
つ

て
代
表
と
な
り
抱
捜
す
る
」

「
個
人
の
営
業
品
」
に
堕
し
て
お
り
、
彼
ら
が
設
立
す
る
認
揖
局
所
は
輩
局
よ
卜
の
如
く
各
地
に
林
立
し
て
、

(
日
叩
)

煩
雑
苛
酷
さ
は
蓄
来
の
麓
金
よ
り
も
弊
害
が
甚
だ
し
か
っ
た
。

そ
の
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張
霧
鏑
は
、
貨
物
税
融
公
所
所
長
と
し
て
上
海
の
認
捕
の
寅
態
を
寅
見
し
て
い
た
だ
け
に
、
以
上
の
よ
う
な
彼
の
観
察
は
信
頼
す
る
に
足
る

だ
ろ
う
。
上
海
の
認
一
商
の
多
く
は
、
張
蕎
鋪
が
嘆
い
た
街
江
の
事
例
と
は
異
な
っ
て
、
同
業
圏
瞳
の

「
全
瞳
の
承
認
」
に
立
脚
し
て
認
掴
業
務

を
措
嘗
し
て
い
た
の
で
あ
り
、

そ
う
で
あ
る
以
上
、
簡
単
に
私
的
管
利
の
追
求
に
奔
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
う
し

た
朕
況
は
上
海
だ
け
で
な
く
蘇
州
の
認
摘
に
も
ほ
ぼ
安
賞
す
る
も
の
だ
っ
た
。

日
本
の
蘇
州
領
事
館
は
、

一
九
一
四
年
二
月
の
報
告
で
、

「嘗

港
一商
一
人
中
ニ
ハ
、
各
組
合
ヲ
組
織
シ
各
組
合
員
毎
年
一
月
集
合
シ
、
前
年
ノ
一
商
況
ニ
ヨ
リ
納
税
ヲ
協
議
決
定
シ
毎
月
割
納
税
シ
:
:
:
」
と
述
べ

(

灯

〉

て
い
る
。
こ
こ
で
い
う
「
組
合
」
は
、
同
業
圏
睦
で
は
な
く
認
掴
公
所
を
指
す
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
何
れ
に
せ
よ
、
蘇
州
で
も
請
負
額
は
同

業
者
の
利
害
に
基
づ
き
共
同
で
協
議
・
決
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

。
認
掲
の
種
類

前
節
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
民
園
成
立
後
に
蘇
属
で
貫
施
さ
れ
た
貨
物
税
の
徴
牧
は
、
従
債
二
%
の
税
率
で
出
産
税
・
錯
場
税
・
進
省
税
・
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1913年末上海の各種認掲と劉象商品表3

劉 象 品 種認掲の種類 |

洋庚貨，土洋庚貨(庚貨とは元来庚東産の雑貨の意味だが，現今は一般

小雑貨を指す)，石油，北貨(貴重海産物)，堕魚，内外園産藍，生漆及

び熟漆，紙，外園綿布，針金，紫檀，黒檀，蘇杭産夏布〈腕織物)， 江

西産夏布，洋糸袋，漢口鍋，石炭，白蝋，相油，牛皮，皮貨，染料，雑

貨，桐油，白麻， 陶磁器， 人参及び燕集， 象牙， 海味(海産物中の昆

布・寒天等を指す)，洋木板，庚木，紙貨，洋雑貨(以上33種〉

苧一竺竺字杢竺一一一一戸戸-一J上_I
認準省税

認出省税

認鈴場税|果物，錫箔，紹興酒，綿織穣綾，鶏鴨蛋(堕漬け卵を含む)，小褒，竹，

牛.米，杭綱(杭州産綾子)，土布，鮮魚，麻油，胡腕，~類，杭煙(杭

州産煙草)，図書，公司用紙，石炭，高梁焼酒(以上20種〉

皮蛋，牛油，羊泊，鍛冶屋製品，鍛鍋，砂糖漬け及び醤油漬け，果物，

嘉定綿花，南均土布，龍章及び龍華製紙曾祉の紙(以上10種)

認出産税

奥接: i上海ニ於ケル貨物税認掲制度ニ関スノレ調査報告提出ノ件」大正3年 3月2日，有

吉上海線領事→牧野外相(外務省記録3.14.4.11r清圏各地鐙金事情取調一件」第

2巻)より作成。

出
省
税
の
二
つ
を
組
み
合
わ
せ
て

Z
T税
」
ず
つ
、
す
な
わ
ち
一
%
ず

つ
に
分
け
て
徴
牧
す
る
原
則
で
あ
っ
た
。
上
海
に
お
け
る
認
摘
の
種
類

も
、
こ
の
税
則
に
針
麿
し
て
、
表
3
の
よ
う
に
従
債
二
%
分
を
一
括
し

て
請
け
負
う
認
全
税
と
、
出
産
・
錯
場
・
進
省
・
出
省
各
牢
税
の
一
%

分
だ
け
を
請
け
負
う
四
種
類
の
認
摘
と
に
大
別
さ
れ
た
。
認
全
税
を
請

上
海
に
聡
移
入
さ
れ
た
貨
物
や
上
海
及
び
そ
の
近
郊
で
生

産
さ
れ
た
貨
物
は
、
蘇
層
内
を
流
通
す
る
限
り
貨
物
税
を
徴
牧
さ
れ
な

け
負
う
と
、

い
こ
と
が
原
則
と
な
る
。

一
方
、
認
準
省
税
・
出
省
税
は
上
海
に
稔
移

入
さ
れ
た
後
内
地
に
稔
、4恋
さ
れ
る
貨
物
を
劃
象
と
し
、
認
準
省
税
は
上
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海
移
総
入
時
の
準
省
税
を
、
認
出
省
税
は
蘇
腐
外
に
移
出
さ
れ
る
際
に

課
さ
れ
る
出
省
税
を
そ
れ
ぞ
れ
請
け
負

っ
て
い
た
。

ま
た
、
認
鋪
場
税

は
内
地
よ
り
穂
運
さ
れ
上
海
で
消
費
さ
れ
る
貨
物
が
、
認
出
産
税
は
上

海
及
び
そ
の
附
近
で
生
産
さ
れ
た
後
内
地
に
職
迭
さ
れ
る
貨
物
が
劃

(

泊

四

)

象
と
な
っ
た
。
な
お
、
宇
税
分
を
認
捕
に
よ

っ
て
納
め
た
貨
物
は
、
掛
田

然
、
税
則
の
上
で
は
残
り
の
牢
税
を
散
牧
の
形
で
貨
物
税
公
所
に
納
附

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

一
九
一
一
一
一
年
末
現
在
の
上
海
に
お
い
て
各
認
摘
に
属
し
た
商
品
は
、

表
3
が
示
す
よ
う
に
認
全
税
と
し
て
四
種
、
認
進
省
・
出
省
税
と
し
て

三
三
種
、
認
錦
場
税
と
し
て
二

O
種
、
そ
し
て
認
出
産
税
と
し
て
一

O
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種
が
確
認
さ
れ
る
。
進
省
・
出
省
税
の
請
負
が
も
っ
と
も
多
く
鋪
場
税
の
請
負
が
そ
れ
に
次
い
で
多
い
の
は
、
貿
易
と
消
費
の
一
大
中
心
地
た

る
上
海
の
性
格
を
反
映
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
認
全
税
封
象
貨
物
の
少
な
さ
は
、
貨
物
税
制
度
の
施
行
後
に
お
い
て
、
錦
場
税
等
を

重
徴
さ
れ
る
弊
害
が
頻
出
し
て
い
た
こ
と
と
恐
ら
く
関
係
し
て
い
る
。
税
則
の
規
定
に
よ
る
と
、
最
初
の
販
買
地
で
一
度
錦
場
税
を
完
納
し
、

貨
物
税
公
所
か
ら
「
分
運
単
」
(
通
過
菟
吠
)
の
瑳
給
を
受
け
れ
ば
、

そ
の
貨
物
は
そ
れ
以
後
別
地
に
分
運
さ
れ
て
も
、
再
び
鋪
場
税
を
課
さ
れ

(
同
日
)

る
こ
と
は
な
い
は
ず
だ
っ
た
が
、
貫
際
に
は
分
運
後
に
錦
場
税
を
重
徴
さ
れ
る
事
件
が
頻
護
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
全
税
を
せ
っ
か
く
請

け
負

っ
て
も
、
最
初
の
販
頁
地
以
降
に
お
い
て
鎗
場
税
を
重
徴
さ
れ
る
危
険
性
が
高
く
、
む
し
ろ
牢
税
分
を
請
け
負
う
方
が
重
徴
に
よ
る
損
失

を
軽
減
す
る
黙
で
は
明
ら
か
に
有
利
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
う
し
た
徴
税
蛍
局
側
の
不
嘗
行
震
に
射
し
て
、
一
商
人
側
は
出
産
牢
税
あ
る
い
は
準

「
遠
指
近
卸
」
|
|
到
着
地
主
遠
方
に
申
告
し
な
が
ら
買
際
は
近
く
の
市
鎖
で
販
買
し
て
錯
場
牢
税
を
脱
税
す
る

(

ω

)

 

ー
ー
と
い
う
針
抗
手
段
を
編
み
出
し
て
い
た
か
ら
、
牟
税
分
の
請
負
は
な
お
さ
ら
有
利
で
あ
っ
た
。

省
宇
税
を
請
け
負
っ
た
後
、
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と
こ

ろ
で
、
以
上
の
認
摘
の
種
類
は
、
民
園
成
立
後
に
「
江
蘇
暫
行
貨
物
税
章
程
」
の
施
行
に
伴
っ
て
区
分
さ
れ
た
も
の
だ
が
、

そ
れ
以
前

の
清
末
に
お
い
て
は
如
何
な
る
種
類
の
認
摘
が
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
清
末
に
お
け
る
認
掃
の
種
類
を
正
確
に
復
元
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難

だ
が
、
断
片
的
な
史
料
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
不
十
分
な
が
ら
推
測
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
清
末
に
お
け
る
認
掲
の
種

類
に
つ
き
若
干
の
考
察
を
試
み
て
、
民
園
期
の
上
記
各
種
認
摘
と
比
較
し
て
み
よ
う
。

清
末
に
お
け
る
認
揖
の
種
類
と
し
て
先
ず
指
摘
で
き
る
の
は
、

「
組
摘
」
を
請
け
負
う
場
合
で
あ
る
。
組
摘
は
民
園
成
立
後
も
「
線
税
」
と

名
稽
を
改
め
て
存
績
し
、

「
江
蘇
暫
行
貨
物
税
章
程
」
で
は
必
ず
認
摘
と
併
記
す
る
形
で
扱
わ
れ
て
い
た
。
本
来
、
組
損
は
一
回
の
一商
活
動
ご

(

日

)

そ
の
黙
が
月
割
り
で
請
負
納
附
す
る
認
揖
と
は
異
な

っ
て
い
た
が
、
上
記
章
一
程
で
は
認
摘
と
と
も
に
巡

と
に
謹
金
を
一
括
前
納
す
る
も
の
で
、

丁
の
私
設
を
禁
止
す
る
封
象
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
多
く
の
場
合
、
一
商
人
(
同
業
園
陸
〉
に
よ
る
請
負
徴
放
と
な
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
た

だ
し
、
こ
の
糟
捕
に
は
二
つ
の
形
態
が
あ

っ
た
ら
し
い
。
そ
の
第
一
の
形
態
は
、
綿
糸
・
綿
花
・
糸
繭
の
三
品
目
を
封
象
と
し
、
生
産
地
で
輩

(

臼

)

金
を
完
納
す
れ
ば
以
後
の
徴
牧
は
克
除
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
清
末
に
こ
の
第
一
形
態
の
線
摘
を
請
け
負
っ
て
い
た
事
例
と
し
て
は
、



上
海
の
綿
糸
認
掲
公
所
を
奉
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
認
摘
公
所
は
、
後
掲
表
4
の
よ
う
に
仕
向
地
別
の
認
摘
税
額
を
定
め
て
い
た
が
、

上

海
域
内
ニ
持
込
ミ

〔認
摘
と
し
て
〕
落
地
税
一
弗
四
十
仙
ヲ
梯
ヒ
タ
ル
支
那
綿
糸
ヲ
更
ニ
蘇
州
常
州
ニ
轄
迭
ス
ル
ト
キ
ハ
、

〔
蘇
州
・
常
州
管
内
の

認
掲
額
で
あ
る
]
上
海
銀
二
雨
二
匁
ト
墨
銀
一
弗
四
十
仙
ト
ノ
差
ヲ
徴
牧
シ
得
ル
ニ
止
マ
ル
」

い
た
。
つ
ま
り
、
規
定
額
の
認
摘
を
同
公
所
に
支
排
っ
た
綿
糸
は
、
上
海
か
ら
蘇
州
・
常
州
に
轍
迭
し
て
も
、

(

日

)

る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

〆戸、
〔

〕
内
は
金
子
の
補
足
)
と
レ
う
規
則
に
な

っ
て

そ
れ
以
上
の
萱
金
を
重
徴
さ
れ

他
方
、
総
摘
の
第
二
の
形
態
は
、
綱
締
・
油
機
・
白
腕
・
錫
箔
・
皮
革
・
茶
葉
・
洋
庚
貨
・
髭
帽
・
綻
青
・
火
腿
・
硝
石
・
硫
黄
・
木
材
・

刺
繍
・
糸
線
・
葵
材
各
類
等
を
劃
象
と
し
た
が
、
第

一
形
態
と
の
違
い
は
、

一
度
線
摘
を
支
梯
っ
た
後
に
到
着
地
で
も
再
度
謀
税
さ
れ
る
貼
に

あ
っ
た
。
羅
玉
東
は
、
総
摘
の
第
二
形
態
は
省
外
か
ら
の
移
入
貨
物
に
適
用
さ
れ
、

そ
の
貨
物
は
入
境
第
一
輩
局
未
で
総
摘
を
納
入
し
、

目
的

地
到
着
後
に
落
地
摘
を
支
梯

っ
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う
落
地
摘
は
、
民
園
成
立
後
の
税
目
で
い
え
ば
錯
場
税
と
し
て
課
さ
れ
て

い
た
の
で
あ
為
う
。
ま
た
、
民
園
成
立
後
も
上
記
の
貨
物
類
を
蘇
州
か
ら
上
海
に
稔
迭
す
る
場
合
に
は
、
清
末
の
奮
税
則
に
し
た
が
い
蘇
州
で

ハ
ロ
品
)

そ
の
逆
の
場
合
も
や
は
り
同
様
で
あ
っ
た
c

清
末
に
お
い
て
、
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総
摘
を
完
納
し
、

上
海
到
着
後
再
び
課
税
さ
れ
る
規
定
に
な

っ
て
お
り
、

の

第
二
形
態
の
総
掃
を
請
け
負
っ
て
い
た
事
例
と
し
て
は
、

上
海
洋
貨
公
所
に
よ
る
稔
入
綿
布
の
認
摘
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
綿
布
は
上

記
の
封
象
品
目
の
な
か
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
が
、
洋
貨
公
所
は
「
洋
反
物
ニ
劃
ス
ル
沿
途
一
切
ノ
課
税
ヲ
避
ケ
ン
爵
ニ
輩
金
局
一
二
高
二
千

雨
ヲ
梯
ヒ
テ
請
負
」
な
が
ら
、
綿
布
が
蘇
州
に
到
着
す
る
と
嘗
地
の
一商
人
に
よ
っ
て
再
び
落
地
摘
が
支
携
わ
れ
て
い
た
と
い
う
か
ら
、
明
ら
か

(

臼

)

に
第
二
形
態
の
総
揖
を
請
け
負
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

線
摘
を
請
け
負
う
形
の
認
摘
は
、
以
上
の
よ
う
に
劃
象
と
な
る
貨
物
が
限
定
さ
れ
て
い
た
が
、
嘗
然
、

そ
れ
以
外
の
貨
物
に
つ
い
て
も
認
損

は
行
わ
れ
て
い
た
。
た
だ
し
、
総
摘
請
負
以
外
の
認
摘
は
、
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一
州
豚
内
で
課
さ
れ
る
萱
金
の
み
を
封
象
と
し
て
請
け
負
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
黙

は
、
宣
統
年
聞
に
蘇
州
布
政
使
司
が
太
倉
州
と
鎮
洋
蘇
割
河
鎮
の
一
商
務
分
舎
に
指
示
し
た
と
こ
ろ
か
ら
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
指
示
に
よ

れ
ば
、
蛍
地
の
産
品
に
せ
よ
外
境
か
ら
移
入
さ
れ
た
貨
物
に
せ
よ
、

「
太
・
鎮
本
境
で
販
賀
さ
れ
る
貨
物
」
は
、

「
太
・
鎮
本
境
」
の
輩
釜
を
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認
摘
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
み
で
、
蘇
州
・
常
州
等
に
輔
、
迭
し
て
販
賀
す
る
場
合
は
、
統
摘
制
の
規
則
に
基
づ
い
て
、
通
過
地
麓
金
を
起
運

第
一
局
未
で
一
括
納
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
同
布
政
使
司
は
ま
た
、

「
近
年
上
海
南
市
で
は
貨
物
の
認
摘
が
非
常
に
多
い
が

上
海

本
境
の
摘
を
請
け
負
っ
て
い
る
場
合
は
、

一
度
上
海
境
内
を
離
れ
る
と
奮
来
通
り
よ
ト
を
通
過
す
る
度
に
壷
金
を
納
附
し
て
い
る
」
と
述
べ
、
上

(
町
山
)

記
雨
一
商
務
分
舎
に
射
す
る
指
示
が
上
海
の
事
例
に
基
づ
い
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
上
海
の
事
例
は
、
「
逢
未
完
輩
」
つ
ま
り
輩
局
よ
卜

を
通
過
す
る
ご
と
に
萱
金
を
納
附
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
統
摘
制
施
行
以
前
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
見
て
よ
く
、
し
た
が
っ
て
一
州
豚
境
内

で
課
さ
れ
る
輩
金
に
の
み
適
用
さ
れ
る
認
摘
も
、
統
摘
制
が
施
行
さ
れ
る
以
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
こ
の
ケ

I
ス
の
認

摘
を
民
園
期
の
税
目
に
嘗
て
は
め
れ
ば
、
徴
牧
さ
れ
る
貨
物
が
蛍
地
の
産
品
で
あ
っ
た
場
合
は
出
産
税
に
、
外
境
か
ら
移
入
さ
れ
て
き
た
貨
物

の
場
合
は
鎗
場
税
に
一
該
嘗
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

以
上
の
考
察
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
清
末
に
お
け
る
認
摘
の
種
類
と
民
園
成
立
後
の
認
摘
の
種
類
と
の
聞
に
は
、
直
接
的
な
縫
承
性
が
あ

- 84ー

っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
性
格
の
上
で
一
定
の
類
似
性
な
い
し
は
封
腔
関
係
の
あ
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
総
揖
第
一
形
態
の
請
負
が
、
民

闘
期
の
認
全
税
に
封
躍
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
自
ず
と
明
ら
か
で
あ
る
。

一
方
、
総
摘
第
二
形
態
の
請
負
は
、
羅
玉
東
が
指
摘
す
る
よ
う

に
も
つ
ば
ら
省
外
か
ら
の
移
入
貨
物
に
適
用
さ
れ
た
の
な
ら
、

民
園
期
の
準
省
税
の
請
負
、
す
な
わ
ち
認
進
省
税
に
針
臨
臆
す
る
性
格
を
も
っ
て

い
た
と
い
え
る
。
ま
た
、
移
入
貨
物
以
外
も
劃
象
に
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
生
産
地
で
線
摘
第
二
形
態
を
請
け
負
い
消
費
地
で
落
地
摘
を
課
さ

れ
る
と
い
う
園
式
が
想
定
で
き
る
の
で
、
民
園
期
に
お
け
る
出
産
税
の
請
負
、
す
な
わ
ち
認
出
産
税
に
も
封
雁
す
る
こ
と
に
な
る
。
他
方
、

州
豚
一境
内
の
み
に
通
用
さ
れ
た
認
摘
は
、
請
け
負
う
麓
金
が
出
産
税
な
い
し
は
錯
場
税
と
し
て
の
意
義
を
も
っ
て
い
た
限
り
で
、
民
園
期
の
認

出
産
税
及
び
認
鈴
場
税
に
割
腹
す
る
性
格
を
有
し
て
レ
た
。



第
三
節

同
業
園
陸
と
認
摘
制
度

付

認
摘
特
権
の
諸
相

前
節
で
は
、
上
海
や
蘇
州
の
認
摘
が
認
一
商
個
人
の
営
利
手
段
と
な
る
こ
と
は
少
な
く
、

お
お
む
ね
同
業
圏
瞳
の
「
全
瞳
の
承
認
」
に
立
脚
し

て
い
た
貼
を
確
認
し
た
。
開
業
圏
瞳
が
「
全
瞳
の
承
認
」
に
基
づ
い
て
認
摘
を
活
用
し
よ
う
と
し
た
の
は
、
本
稿
官
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
認

摘
に
貨
物
流
通
上
の
弊
害
を
回
避
し
、
散
牧
の
場
合
よ
り
税
率
を
軽
減
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
れ
で
は
、
江

蘇
省
蘇
麗
に
お
い
て
、
こ
の
メ
リ
ッ
ト
は
如
何
な
る
具
躍
的
個
性
を
も
っ
て
現
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
、

立
嘗
初
の
扶
況
を
中
心
に
、
若
干
の
清
末
の
事
例
も
交
え
な
が
ら
検
討
し
て
み
た
い
。

』
の
黙
に
つ
い
て
、
民
園
成

い
う
ま
で
も
な
く
職
選
途
中
に
通
過
す
る
徴
税
機
関
で
、
貨
物
検
査
や
そ
れ
を
名
目
と
し
た
「
需
索
留
難
」
(
不

蛍
課
税
を
要
求
し
通
関
を
妨
害
す
る
こ
と
)
に
遭
う
こ
と
を
指
す
が
、
民
園
成
立
嘗
初
の
認
掴
貨
物
は
、
貨
物
税
公
所
の
検
査
を
受
け
る
こ
と
な
く

- 85ー

貨
物
流
通
上
の
弊
害
と
は
、

蘇
層
内
を
自
由
に
通
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
黙
は
、

一
九
一
四
年
六
月
に
「
江
蘇
暫
行
貨
物
税
章
程
」
の
全
面
改
定
が
断
行
さ
れ
た

際
、
上
海
の
認
一
商
が
、

「
認
税
貨
物
ハ
従
来
、
沿
途
各
税
務
所
一
一
テ
検
査
ヲ
受
ク
ル
コ
ト
ナ
カ
リ
シ
ニ
、
今
後
ハ
一
々
検
査
ヲ
受
ケ
サ
ル
ヘ
カ
ラ

(

閉

山

)

サ
ル
コ
ト
ト
ナ
リ
:
:
:
」
と
主
張
し
て
い
た
こ
と
か
ら
剣
断
で
き
る
。
つ
ま
り
、
少
な
く
と
も
一
九
一
四
年
六
月
の
章
程
改
定
に
至
る
ま
で
、

蘇
属
の
認
摘
貨
物
は
貨
物
税
公
所
の
検
査
業
務
を
克
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
蘇
麗
で
は
、
上
記
章
程
に
よ
り
通
過
地
盤
金
が
鹿
止
さ
れ
て
い
た

か
ら
、
験
送
途
中
で
貨
物
検
査
を
受
け
な
い
認
損
貨
物
は
、

313 

原
則
と
し
て
萱
金
に
よ
る
流
通
上
の
弊
害
|
|
徴
税
機
闘
通
過
ご
と
の
重
徴
と

「
需
索
留
難
」
ー
ー
を
売
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
恐
ら
く
、
こ
の
検
査
克
除
は
制
度
的
に
保
障
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
認
一
商
が
貨
物
税

(
関
)

公
所
の
徴
税
員
と
結
託
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
賓
現
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
清
末
の
制
度
で
は
、
認
摘
貨
物
と
い
え
ど
も
聡
迭
、
途
中
に
お
い
て

〈
通
過
菟
扶
)
の
記
載
と
貨
物
数
量
と
が
符
合
し
な
け
れ
ば
輩
局
未
を
通
過
で
き
な
か
っ
た

(
納
税
詮
)
・

検
査
を
受
け
、

「
税
畢
」

「
分
運
車
」
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(
印
)

ょ
う
だ
が
、
民
園
期
も
制
度
上
は
そ
れ
が
建
前
だ

っ
た
は
ず
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
貨
物
税
公
所
の
貨
物
検
査
業
務
が
放
漫
だ
っ
た
た
め
、
認
掴

貨
物
は
有
利
た
特
権
を
享
受
で
き
た
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
認
摘
貨
物
は
税
皐
と
分
運
軍
の
設
給
を
認
摘
公
所
か
ら
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
、
貨
物
税
公
所
に
劃
し
て
認
掲
に
よ
る
納
税
金

額
を
隠
蔽
す
る
こ
と
も
可
能
だ
っ
た
。
本
来
、
通
常
の
散
牧
貨
物
に
針
し
て
は
貨
物
税
公
所
が
税
単
と
分
運
軍
を
護
行
し
て
レ
た
が
、
認
摘
の

場
合
は
、
認
摘
公
所
が
貨
物
税
公
所
に
代
わ

っ
て
随
意
に
護
給
す
る
こ
と
が
で
き
、
と
く
に
分
運
車
に
つ
い
て
は
、

一商
人
が
般
に
そ
の
給
付
を

(
印
)

願
い
出
て
も
貨
物
税
公
所
は
受
け
附
け
な
か
っ
た
と
い
う
。
民
園
成
立
嘗
初
に
貨
物
税
公
所
が
給
付
し
て
い
た
税
皐
は
、
四
通
綴
り
の
聯
単
形

式
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
二
通
を
徴
税
し
た
貨
物
税
公
所
と
都
督
府
と
で
保
管
し
、
残
り
の
二
通
は
納
税
し
た
一
商
人
に
携
帯
さ
せ
て
、

(
臼
)

う
ち
一
通
を
通
過
第
二
の
貨
物
税
公
所
に
検
査
用
と
し
て
提
出
さ
せ
て
レ
た
。
恐
ら
く
分
運
皐
も
同
じ
形
式
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
認

摘
公
所
が
瑳
行
す
る
税
間
半

・
分
運
車
も
こ
の
形
式
に
倣
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
(
た
だ
し
、
認
摘
公
所
が
設
行
す
る
場
合
は
、
貨
物
税
公
所
保
管
の
税

- 86ー

車
・
分
運
皐
は
認
掲
公
所
の
保
管
と
な
っ
た
だ
ろ
う
)
。
上
述
の
よ
う
に
認
摘
貨
物
は
検
査
を
回
避
で
き
た
た
め
、
通
過
第
二
の
貨
物
税
公
所
が
そ
の

税
軍
を
敢
え
て
牧
受
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
に
加
え
て
認
摘
公
所
が
護
給
す
る
税
単
に
は
納
税
額
と
貨
物
数
量
を
と
も
に
明
記
す
る

必
要
が
な
く
、
ま
た
分
運
単
に
も
仕
向
地
と
貨
物
名

・
数
量
を
記
載
す
る
だ
け
で
よ
か
っ
た
こ
と
が
、
認
摘
貨
物
に
一
一
層
の
有
利
さ
を
も
た
ら

(
臼
)

し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
以
上
の
方
法
が
採
ら
れ
る
限
り
、
認
摘
公
所
は
同
業
者
か
ら
徴
牧
す
る
税
額
を
自
在
に
操
作
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
、
他
方
、
貨
物
税
公
所
は
認
掴
公
所
の
正
確
な
徴
牧
額
を
把
握
で
き
な
い
ば
か
り
か
、
認
摘
貨
物
の
検
査
業
務
を
怠
っ
て
い
た
た
め
、

そ
の

質
際
の
痛
閥
量
を
把
握
す
る
こ
と
す
ら
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

『
支
那
経
済
全
書
』
は
、
清
末
に
上
海
の
認
摘
公
所
が
護
行
し
て
い
た
「
摘
票
」

よ
る
と
、
摘
票
と
分
運
単
は
三
逼
績
り
の
聯
軍
と
な
っ
て
お
り
、

(
税
翠
)
と
分
運
車
の
雛
形
を
紹
介
し
て
い
る
。
そ
れ
に

そ
れ
ぞ
れ
認
摘
公
所
の
保
管
分
、
上
海
築
制
貨
摘
総
局
へ
の
送
附
分
、
一
商
人

へ
の
瑳
給
分
と
し
て
使
用
さ
れ
た
。
そ
の
雛
形
を
眺
め
る
限
り
、
摘
票
三
通
全
て
に
は
納
税
額
を
書
き
込
む
空
欄
が
あ
り
、
ま
た
分
運
畢
三
通

(
臼
)

全
て
は
民
園
期
と
同
じ
く
貨
物
名
と
数
量
の
み
を
記
す
形
式
と
な
っ

て
レ
る
。
清
末
の
各
地
盤
局
未
が
、
掲
票

・
分
運
皐
と
現
物
貨
物
と
の
照
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清末上海における棉糸認摘公所の徴牧額

(A40玉散に牧つ税き額〉 B 認(同掲〕税額 I 〈差A-B額〉

常州府・蘇州府管内 中園糸 上海銀2雨4匁 2雨2匁 2匁

外園糸 同 l雨8匁5分 1雨1匁 7匁 5分

他の江蘇省内各地 中園糸;上海銀 1雨7匁5分 1雨4匁3分 3匁2分

外園糸: 同 1爾 2匁 1爾 1分 1匁

上 海落地掲 中園糸 .墨銀 1ドル75セント 1ドル40セント 35セント

外園糸. 同 1ドノレ75セント 1ドル40セント 35セント

表4

典接l'支那経済全書』第 3 輯74~75頁より作成。

註 :表中の「他の江蘇省内各地」というのは，恐らく蘇属内に限られるであろう。

合
を
周
到
に
賓
施
し
て
い
た
か
否
か
は
明
ら
か
に
で
き
な
い
が
、
徴
税
嘗
局
が
そ
の
気
に
な
れ

ば
、
以
上
の
よ
う
な
摘
票

・
分
運
皐
の
形
式
を
通
し
て
認
揖
公
所
の
徴
牧
額
と
寅
際
の
通
関
貨

物
量
を
知
悉
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
っ
た
。
要
す
る
に
、
民
園
成
立
後
は
こ
の
可
能
性
さ
え
失

わ
れ
て
い
た
わ
け
で
、
こ
の
黙
で
認
摘
貨
物
は
清
末
以
上
の
特
権
を
享
受
で
き
た
こ
と
に
な

る
決
に
、
認
摘
税
額
が
散
牧
税
額
よ
り
有
利
で
あ
っ
た
貼
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

表
4
は
、
清

末
上
海
に
お
け
る
綿
糸
の
認
掲
税
額
と
散
牧
税
額
と
を
比
較
し
た
も
の
だ
が
、
認
摘
の
有
利
さ

を
一
目
瞭
然
た
ら
し
め
る
便
利
さ
か
ら
、
羅
玉
東
、
高
橋
南
氏
の
先
行
研
究
に
お
い
て
も
利
用

さ
れ
て
レ
る
。
な
お
、
仕
向
地
の
遣
い
に
よ
っ
て
散
牧
と
認
摘
と
の
差
額
に
か
な
り
の
開
き
が
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あ
る
の
は
、
仕
向
地
の
綿
糸
需
要
量
等
に
原
因
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
詳
し
い
こ
と
は
剣
ら
な

ぃ
。
認
揖
の
税
率
上
の
有
利
さ
は
、
民
園
期
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
散
牧
税
率
が
従
債
ニ

%
で
あ
っ
た
以
上
、
認
摘
公
所
は
全
税
の
場
合
で
は
二
%
以
下
、
牢
税
の
場
合
で
は
一
%
以
下

の
税
率
を
定
め
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
因
み
に
、

一
九
一
四
年
に
お
い
て
振
華
堂
洋
布
公
所
の

扱
う
洋
布
の
認
摘
税
額
(
上
海
雨
に
し
て
毎
匹
二
J
三
分
)
は
、
散
牧
税
額
に
比
べ
「
遁
-
一
低
キ
」

(
創
出
)

も
の
だ

っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
民
園
期
に
入
る
と
、
認
摘
公
所
は
徴
税
嘗
局
に
察

知
さ
れ
る
こ
と
な
く
税
額
を
操
作
で
き
た
た
め
、
表
4
が
示
す
よ
う
な
規
定
上
の
認
掲
税
額
を

さ
ら
に
割
り
引
く
こ
と
も
自
在
で
あ

っ
た。

上
海
に
お
い
て
認
揖
率
割
引
の
思
恵
を
受
け
た
の
は
、
主
に
認
掲
公
所
を
設
立
し
た
認
一
一商、

多
額
の
貨
物
を
取
り
扱
う
一商
人
、

そ
し
て
轄
運
公
司
や
民
船
業
と
い
っ
た
運
職
業
者
た
ち
で
あ
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「
内
地
一
一
聡
迭

(
白
山
〉

セ
ラ
ル
L
貨
物
ハ
公
司
ノ
手
ヲ
経
ル
コ
ト
多
ク
、
従
テ
貨
物
税
ノ
支
携
ヒ
モ
轄
運
公
司
カ
代
理
支
携
フ
コ
ト
多
キ
魚
」
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

つ
ま
り
、
師
時
運
公
司
は
同
業
者
に
代
わ
っ
て
常
々
認
摘
を
納
附
し
て
く
れ
る
、
認
掲
公
所
に
と

っ
て
の
い
わ
ば
常
得
一
意
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
描
押

り
、
と
く
に
轄
運
公
司
が
取
り
扱
う
貨
物
に
封
し
て
は
も
っ
と
も
多
く
割
引
が
行
わ
れ
た
。
轄
運
公
司
が
優
遇
さ
れ
た
の
は
、

運
公
司
は
、
荷
主
か
ら
請
け
負
う
規
定
上
の
認
摘
税
額
と
認
掲
公
所
の
割
引
税
額
と
の
差
額
を
自
己
の
利
盆
に
し
た
と
い
う
が
、

一
方
に
お
い

「
運
迭
問
屋
は
荷
主
に
封
し
認
摘
公
所
の
低
率
よ
り
も
幾
分
低
減
せ
ら
れ
た
る
割
合
を
以
て
輩
金
の
納
附
を
引
き
受
く
る
こ
と
を
得
た
り

(
町
凹
)

し
な
り
」
と
い
う
指
摘
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

てあ
っ
た
。

一
般
商
人
も
輔
運
公
司
に
貨
物
の
職
迭
を
委
託
し
て
税
率
の
割
引
を
受
け
る
こ
と
は
可
能
で

た
だ
し
、
認
一
商
や
多
額
の
貨
物
を
取
り
扱
う
一
商
人
が
主
た
る
割
引
針
象
者
と
な

っ
て
い
た
よ
う
に
、
と
く
に
税
率
割
引
の
恩
恵
を
受

け
た
の
は
有
力
商
人
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

tコ
同
業
統
制
と
子
口
税
制
度
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ま
た
、
同
業
圏
韓
は
こ
の
認
捕
特
権
を
媒
介
に
し
て
、
同
業
者
の
一
商
活
動
を
統
制
し
よ
う
と
し
て
い
た
。

「
外
園
綿
布
ノ
貨
物
税
ハ
上
海
振

華
堂
洋
布
公
所
ナ
ル
同
業
組
合
ノ
請
負
ト
ナ
リ
居
ル
ヲ
以
テ
、
前
記
ノ
税
率
(
散
牧
税
率
l
金
子
〉

一
依
リ
テ
納
税
ス
ル
モ
ノ
ハ
組
合
員
以
外
ノ

モ
ノ
カ
、
税
務
公
所
通
過
ノ
際
直
接
納
税
ス
ル
場
合
ノ
ミ
ニ
限
リ
、
洋
布
買
買
ニ
従
事
シ
同
業
組
合
員
タ
ル
支
那
一商
人
ハ
、
貨
物
稔
迭
ノ
際
、

(
m
w
)
 

洋
布
認
摘
公
所
カ
公
表
セ
ル
上
海
振
華
堂
洋
布
公
所
公
議
税
率
、
通
告
ナ
ル
モ
ノ
ニ
依
ル
」
。

認
損
に
よ
る
税
率
低
減
の
特
権
は
、

こ
の
洋
布
業

の
事
例
が
示
す
よ
う
に
、
同
業
圏
盟
加
入
者
に
の
み
適
用
さ
れ
、
未
加
入
業
者
は
決
し
て
そ
の
恩
恵
に
興
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
既
述
の

よ
う
に
、
振
華
堂
洋
布
公
所
の
認
掲
税
額
は
散
牧
税
額
に
比
べ
て
「
造
-
一
低
キ
」
も
の
で
あ
り
、
ま
た
同
公
所
が
護
行
す
る
分
運
皐
は
「
蘇
屡

ハ
伺
)

ノ
ミ
ナ
ラ
ス
新
江
省
中
杭
州
、
嘉
興
、
湖
州
等
ニ
モ
有
数
」
だ
っ
た
か
ら
、
認
摘
を
利
用
で
き
な
い
未
加
入
業
者
は
極
め
て
不
利
で
あ
っ
た
。

清
末
に
は
「
舎
館
公
所
ハ
其
組
合
員
各
自
ノ
営
業
-
一
腐
ス
ル
一
商
品
ノ
税
額
ヲ
軽
減
シ
、
組
合
員
以
外
ノ
商
買
一
一
割
シ
テ
ハ

(
印
)

偏
重
ノ
税
金
ヲ
課
シ
以
テ
貿
易
上
ノ
利
盆
ヲ
盤
断
ス
ル
ノ
弊
ア
リ
」
と
い
わ
れ
た
よ
う
に
、
未
加
入
業
者
に
は
認
摘
公
所
で
逆
に
重
税
を
課
し

そ
れ
に
加
え
て
、



て
、
そ
の
一
商
活
動
を
妨
害
す
る
方
策
も
採
ら
れ
た
。
つ
ま
り
、
同
業
圏
瞳
は
未
加
入
業
者
を
認
摘
特
権
か
ら
排
除
し
て
匪
迫
を
加
え
る
こ
と
に

よ
り
、
彼
ら
を
組
織
の
規
律
・
統
制
下
に
引
き
込
も
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

ま
た
認
摘
特
権
は
、
と
く
に
上
海
に
お
い
て
は
、
租
界
内
の
中
園
粛
を
同
業
圏
瞳
の
規
律
下
に
吸
牧
す
る
手
段
と
も
な
り
得
た
b

租
界
は
治

外
法
権
匿
域
で
あ
る
た
め
、
中
園
側
徴
税
嘗
局
は
萱
金
・
牙
税
・
坐
買
摘
な
ど
の
課
税
樺
を
租
界
の
中
国
一
商
に
行
使
で
き
ず
、
そ
の
不
公
卒
さ

(

初

)

が
南
市
の
商
人
や
上
海
市
議
舎
に
よ
っ
て
問
題
と
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
一
方
で
清
末
に
綿
布
の
認
摘
を
捲
嘗
し
て
い
た
洋
貨
公
所
は
、
認
摘

(

冗

)

に
よ
っ
て
租
界
内
の
開
業
者
か
ら
輩
金
を
徴
牧
し
て
い
た
。
こ
の
事
責
か
ら
剣
断
す
る
限
り
、
租
界
内
の
開
業
者
も
南
市
に
多
く
位
置
す
る
同

業
圏
瞳
の
秩
序
に
服
し
て
認
摘
制
度
を
利
用
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
恐
ら
く
、
租
界
在
住
の
中
園
一
商
に
と
っ
て
も
、
貨
物
を
蘇
麗
内
地
に
聡

迭
す
る
際
に
享
受
し
う
る
認
捕
特
権
は
、
魅
力
あ
る
も
の
と
し
て
映
じ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
同
業
圏
瞳
の
統
制
に
服
さ
な
い
未
加
入
業
者
が
、
認
摘
特
権
の
ほ
か
に
輩
金
の
弊
害
を
回
避
す
る
手
段
と
し
て
見
出
し
う
る
の

は
子
口
税
制
度
の
利
用
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
民
園
初
年
の
江
蘇
省
蘇
屡
に
お
い
て
認
捕
特
権
を
活
用
す
る
こ
と
は
、
子
口
税
制
度
を

利
用
す
る
よ
り
も
有
利
な
場
合
が
多
く
な
っ
て
い
た
。
周
知
の
よ
う
に
、
子
口
税
制
度
と
は
、
一
八
五
八
年
の
天
津
篠
約
を
契
機
に
開
始
さ

れ
、
従
債
五
%
を
標
準
と
す
る
稔
出
入
閥
税
の
二
分
の
一
を
子
口
牢
税
と
し
て
海
闘
に
納
附
す
れ
ば
、
中
圏
内
地
に
お
い
て
麓
金
の
徴
牧
を
一

切
克
除
さ
れ
る
と
い
う
制
度
で
あ
る
。
嘗
初
、
子
口
税
制
度
は
外
園
商
人
に
の
み
適
用
さ
れ
た
が
、
一
八
七
六
年
か
ら
験
入
品
に
限
り
、
そ
し
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て
一
八
九
六
年
か
ら
は
稔
出
品
に
閲
し
て
も
中
圏
諸
に
そ
の
利
用
が
許
可
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
本
野
英
一
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
子
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口
税
制
度
が
中
園
一
商
に
許
可
さ
れ
る
以
前
か
ら
、
外
圏
一
商
社
と
雇
用
・
取
引
関
係
の
あ
っ
た
中
園
商
は
、
す
で
に
麓
金
納
入
の
回
避
を
園
る
た

め
こ
の
制
度
を
活
用
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
子
口
税
制
度
を
利
用
す
る
一
商
人
の
出
現
と
増
加
が
重
要
な
契
機
と
な
っ
て
、
一
九
世
紀
末
以
降
に

(

η

)

 

同
業
圏
瞳
の
結
束
力
は
大
き
く
揺
ら
ぎ
は
じ
め
て
い
っ
た
と
い
う
。
認
指
制
度
は
、
一
九
世
紀
末
以
降
の
こ
う
し
た
趨
勢
に
歯
止
め
を
か
け
、

中
園
一
商
の
子
口
税
制
度
の
利
用
を
一
定
程
度
抑
止
し
て
、
彼
ら
を
同
業
圏
瞳
の
秩
序
に
吸
引
す
る
手
段
と
し
て
も
機
能
し
た
。
そ
の
意
味
で
、

蘇
属
の
認
摘
が
二

O
世
紀
に
入
っ
て
贋
く
普
及
し
は
じ
め
た
と
見
ら
れ
る
貼
は
重
視
さ
れ
て
よ
い
。
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す
で
に
清
末
か
ら
、
同
業
圏
韓
が
認
摘
を
子
口
税
制
度
に
針
す
る
封
抗
手
段
と
見
な
し
て
い
た
こ
と
は
、
認
摘
税
額
の
設
定
の
仕
方
か
ら
も

明
ら
か
で
あ
る
。
上
海
に
お
け
る
綿
糸
の
認
摘
を
例
に
と
る
と
、
表
4
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
聡
入
綿
糸
の
認
摘
税
額
は
中
園
綿
糸
に
比
べ
て

そ
の
「
偏
睦
ナ
ル
所
以
ハ
、
畢
寛
外
園
綿
糸
ハ
子
口
牢
税
(
奮
闘
税
及
輩
金
税
其
外
ノ
雑
税
-
一
代
ル
税
)
ヲ
掛
ヒ
萱

(

万

)

金
ヲ
克
レ
得
ヘ
キ
特
典
ヲ
有
ス
ル
ヲ
以
テ
、
故
一
フ
ニ
割
安
ト
ナ

シ
以
テ
公
所
ノ
牧
入
ヲ
増
サ
シ
メ
ン
ト
ス
ル
」
た
め
で
あ
っ
た
。
民
園
成
立
後

低
く
設
定
さ
れ
て
お
り
、

に
な
る
と
蘇
属
の
貨
物
税
は
従
債
二
%
の
税
率
が
基
準
と
な
り
、
全
税
を
請
け
負
っ
た
と
し
て
も
、
認
摘
公
所
の
認
摘
税
率
は
二
%
よ
り
低
く

設
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
既
述
の
よ
う
に
上
海
の
同
業
園
鶴

・
認
商
一
は
、

く
、
し
か
も
出
産
牢
税
あ
る
い
は
準
省
宇
税
を
請
け
負
っ
た
後
、

一
%
分
の
牢
税
の
み
を
請
け
負
う
場
合
が
座
倒
的
に
多

「
遠
指
近
卸
」
に
よ
っ
て
散
牧
の
針
象
と
な
る
錆
場
宇
税
を
脱
税
す
る
こ
と

が
可
能
で
あ

っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
牢
税
分
の
み
を
請
け
負
っ
た
同
業
圏
鐙
の
加
入
業
者
は
、

一
%
以
下
の
税
額
を
認
掴
公
所
に
納
め
る
だ
け

で
蘇
層
内
を
自
由
に
往
来
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
う
し
た
税
率
上
の
優
遇
と
先
に
確
認
し
た
貨
物
流
通
上
の
特
権
を
有
す
る
認
摘
が
、
子
口
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税
制
度
よ
り
有
利
と
な
る
場
合
が
出
現
し
て
い
た
こ
と
は

一
九
一
三
年
二
一
月
に
日
本
の
上
海
総
領
事
館
が

「
現
朕
-
一
於
テ
ハ
盤
金
若
シ

ク
ハ
貨
物
税
ハ
包
摘
叉
ハ
妥
協
ノ
方
法
ニ
ヨ
リ
其
負
捨
ヲ
軽
減
シ
得
ラ
ル
L

ヲ
以
テ
、
寅
際

-
一
子
口
車
ヲ
用
ユ
ル
者
皆
無
ナ
ル
コ

ト
ハ
事
寅
ナ

(

丸

)
リ
」
と
観
察
し
て
い
た
こ
と
か
ら
も
讃
み
と
れ
る
(
引
用
文
中
の
「
包
掲
」
は
明
ら
か
に
認
摘
を
指
す
も
の
で
あ
り
、
ま
た
「
安
協
ノ
方
法
」
と
は
、
商
人

が
徴
税
官
と
気
脈
を
通
じ
脱
税
等
の
違
法
行
信
用
を
行
う
こ
と
を
一
意
味
す
る
〉
。

さ
ら
に
注
目
す
べ
き
な
の
は

一
九
一

0
年
代
に
な
る
と
子
口
税
制
度
の
地
域
別
利
用
度
が

「
概
シ
テ
謂
へ
ハ
、
天
津
、
北
京
、
張
家
口

等
ノ
直
隷
省
方
面
及
山
西
省
方
面
ニ
於
テ
ハ
子
口
牢
税
ニ
ヨ
リ
、
揚
子
江
沿
岸
一
帯
ハ
麓
金
一
一
ヨ
ル
モ

ノ
多
キ
カ
如
シ
」
と
観
察
さ
れ
る
よ
う

(
符
〉

に
な
っ
て
い
た
貼
で
あ
る
。
こ
れ
に
劃
し
て
、

一
九
世
紀
末
営
時
の
中
園
で
は
、
輩
金
の
税
額
が
低
い
華
北
に
お
い
て
子
口
税
制
度
の
利
用
度

が
低
く
、
盤
金
の
負
措
が
過
重
で
あ
っ
た
長
江
流
域
に
お
い
て
は
、
盤
金
の
納
入
を
回
避
す
る
た
め
子
口
税
制
度
が
積
極
的
に
活
用
さ
れ
る
傾

(

祁

)

向
に
あ
っ
た
。
こ
の
逆
轄
現
象
が
も
た
ら
さ
れ
た
原
因
を
江
蘇
省
蘇
麗
に
つ
い
て
見
る
と
、
貨
物
税
の
税
率
が
従
債
二
%
に
低
減
さ
れ
た
こ
と

が
何
と
い
っ
て
も
大
き
い
が
、
民
闘
期
に
な
っ
て
認
摘
特
穫
が
抜
大
し
た
こ
と
も
、

そ
う
し
た
状
況
を
さ
ら
に
助
長
す
る
一
因
と
な
っ
て
い
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-o

争
h

「職
、選
先
及
貨
物
ノ
種
類
ニ
ヨ
リ
一
定
セ
サ

『
支
那
出
張
復
命
書
』
は
、
同
省
に
お
け
る
萱
金
と
子
口
税
制
度
の
利
用
朕
況
に
つ
い
て
、

レ
ト
モ
、
概
シ
テ
云
ヘ
ハ
萱
金
ニ
ヨ
ル
コ
ト
有
利
ナ
ル
場
合
多
シ
」
と
指
摘
し
、
そ
の
理
由
と
し
て
次
の
三
黙
を
指
摘
し
て
い
る
。
①
「
子
口

車
・
三
聯
車
使
用
者
ニ
封
シ
テ
途
中
不
法
課
税
ヲ
ナ
ス
、
叉
支
那
一
商
人
ヲ
塵
迫
ス
ル
ヲ
以
テ
支
那
人
ハ
子
口
牢
税
利
用
者
-
一
封
シ
テ
ハ
或
ハ
運

搬
賃
金
ヲ
高
メ
或
ハ
取
引
ヲ
桓
ミ
或
ハ
課
税
ヲ
轄
嫁
ス
」
。
②
「
子
口
牢
税
納
付
済
ノ
貨
物
ニ
モ
、
落
地
税
ヲ
課
ス
地
方
ア
リ
」
。
③
「
認
摘
制

(

作

)

度
瑳
達
シ
、
萱
金
額
ハ
表
面
規
定
ヨ
リ
安
シ
」
。

こ
れ
ら
の
理
由
の
う
ち
、
③
は
直
裁
に
認
掲
制
度
の
有
利
さ
を
指
摘
し
た
も
の
だ
が
、
①
の
「
子
口
牢
税
利
用
者
二
割
シ
テ
ハ
或
ハ
運
搬
賃

金
ヲ
高
メ
或
ハ
取
引
ヲ
拒
ミ
或
ハ
課
税
ヲ
輔
嫁
ス
」
と
い
う
貼
も
、
認
掲
公
所
が
認
掲
税
率
の
割
引
に
お
い
て
轄
運
公
司
等
の
運
職
業
者
と
結

託
し
て
い
た
事
賞
、
あ
る
い
は
同
業
圏
瞳
が
未
加
入
業
者
に
劃
し
て
過
重
な
納
税
を
強
い
て
い
た
事
責
な
ど
を
想
起
す
れ
ば
、
や
は
り
認
摘
制

度
を
利
用
す
る
同
業
圏
瞳
が
閥
興
し
た
も
の
と
見
な
せ
る
だ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
認
摘
公
所
が
子
口
車
・
三
聯
皐
を
所
持
す
る
一商
人
を
直
接
捕
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捉
し
課
税
す
る
こ
と
は
、
巡
丁
私
設
が
禁
止
さ
れ
た
民
園
期
に
は
公
然
と
で
き
な
か
っ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
結
託
し
た
運
職
業
者
に
子
口
牟

①
が
示
す
よ
う
に
徴
税
嘗
局
は
傑
約
規
定
を
無
視
し

税
外
の
税
負
措
を
要
求
さ
せ
る
と
い
う
手
口
は
十
分
に
可
能
で
あ
っ
た
。

な
ぜ
な
ら
、

て
、
し
ば
し
ば
「
子
口
車
・
三
聯
単
使
用
者
-
一
割
シ
テ
途
中
不
法
課
税
ヲ
」
行
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
②
に
つ
い
て
は
、

「
江
蘇
暫

行
貨
物
税
章
程
」
の
規
定
に
よ
っ
て
、
子
口
車
利
用
貨
物
に
劃
し
て
も
到
着
地
で
舗
場
牢
税
が
課
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
貼
を
指
す
も
の

と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
規
定
は
子
口
車
貨
物
到
着
地
の
貨
物
税
公
所
に
よ
っ
て
完
壁
に
貫
施
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
逆
に

総
摘
に
よ
っ
て
貨
物
税
を
一
括
支
掛
っ
た
聡
入
商
が
、
錯
場
税
を
重
徴
さ
れ
た
た
め
子
口
車
の
取
得
に
奔
っ
た
と
い
う
事
貫
も
確
認
で
き
る
か

(

刊

日

)

ら
、
ど
こ
ま
で
子
口
税
制
度
の
抑
制
手
段
に
な
っ
て
い
た
か
は
疑
わ
し
い
。

お

tこ

わ

り
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二

O
世
紀
に
入
っ
て
庚
く
普
及
し
は
じ
め
た
江
蘇
省
蘇
腐
の
認
摘
制
度
は
、
中
華
民
園
成
立
と
と
も
に
省
政
府
が
積
極
的
な
容
認
方
針
を
採
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っ
た
た
め
、

さ
ら
に
設
展
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
清
末
に
認
掲
の
普
及
に
冷
淡
で
あ
っ
た
省
首
局
が
、
民
園
成
立
後
そ
の
方
針
を
一
轄

さ
せ
た
の
は
、
辛
亥
革
命
に
よ
っ
て
一
度
鹿
止
さ
れ
た
麓
金
を
復
活
す
る
に
嘗
た
り
、

一商
入
居
の
支
持
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
蘇
属
の
一
商
人
層
は
清
末
に
萱
金
の
一
律
認
摘
化
を
主
張
し
て
い
た
だ
け
に
、
認
掴
制
度
を
積
極
的
に
旗
充
し
て
い
く
こ
と
は
、
新
た
に

寅
施
し
た
貨
物
税
制
度
を
一
商
人
層
に
受
け
入
れ
さ
せ
る
格
好
の
手
段
と
な
っ
た
。

認
摘
制
度
は
、

た
し
か
に
認
一
商
個
人
が
私
的
営
利
を
追
求
す
る
手
段
と
な
る
場
合
も
あ
っ
た
。

し
か
し

蘇
属
と
り
わ
け
上
海
に
お
い
て

は
、
認
揖
特
権
の
享
受
に
際
し
て
有
力
一
商
人
が
優
遇
さ
れ
る
面
も
あ
っ
た
と
は
い
え
、

お
お
む
ね
同
業
圏
瞳
の
全
瞳
的
合
一意
に
立
脚
し
て
|
|

し
た
が
っ
て
園
鶴
構
成
員
に
利
益
を
も
た
ら
す
形
で
|
|
徴
税
の
請
負
が
行
わ
れ
た
。
民
園
成
立
後
に
お
け
る
認
捕
の
種
類
は
、
新
た
に
施
行

さ
れ
た
貨
物
税
の
徴
牧
方
法
に
封
躍
し
て
取
り
決
め
ら
れ
た
た
め
、
清
末
の
各
種
認
掴
と
は
直
接
の
縫
承
聞
係
を
も
た
な
か
っ
た
が
、

定
の

類
似
性
と
封
躍
開
係
を
有
し
て
い
た
。

し
か
し
、
享
受
す
る
特
権
の
内
買
に
着
目
す
る
と
、
民
園
成
立
後
の
認
掴
制
度
の
方
が
清
末
よ
り
も
納
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税
額
・
貨
物
職
、
迭
の
雨
面
に
お
い
て
明
ら
か
に
有
利
と
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
認
損
制
度
の
積
極
的
な
擁
充
を
園
っ
た
省
政
府
と
徴
税
機
闘

が
、
税
単
・
分
運
皐
の
形
式
や
貨
物
検
査
業
務
に
お
い
て
認
摘
貨
物
に
劃
す
る
規
制
を
緩
め
て
レ
た
た
め
だ
っ
た
。

同
業
園
瞳
は
、
こ
う
し
た
認
摘
特
権
か
ら
未
加
入
業
者
を
排
除
し
、
逆
に
彼
ら
に
劉
し
て
税
負
措
を
轄
嫁
す
る
な
ど
の
措
置
を
講
じ
て
、
同

業
秩
序
の
維
持
・
統
制
を
闘
っ
た
。
と
く
に
民
園
期
に
入
る
と
、
よ
り
有
利
な
僚
件
を
獲
得
し
た
蘇
腐
の
認
捕
特
権
は
、

一
九
世
紀
末
以
来
、

開
業
圏
瞳
の
結
束
力
を
動
揺
さ
せ
て
き
た
子
口
税
制
度
と
も
封
抗
し
う
る
よ
う
に
な
り
、
輩
金
の
税
率
が
清
末
に
比
べ
て
軽
減
さ
れ
た
こ
と
と

も
相
ま
っ
て
、
江
蘇
省
で
は
子
口
税
制
度
よ
り
も
貨
物
税
制
度
を
利
用
す
る
方
が
有
利
と
な
る
よ
う
な
状
況
が
少
な
か
ら
ず
出
現
し
た
。
認
掴

制
度
は
、
こ
の
意
味
で
子
口
税
制
度
に
劃
す
る
同
業
園
瞳
の
逆
襲
で
も
あ

っ
た
。

だ
が
、
江
蘇
省
に
お
い
て
以
上
の
よ
う
な
事
態
が
そ
の
ま
ま
進
展
し
て
い

っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
認
摘
制
度
の
旗
充
を
進
め
た
省
政
府
は
、

早
く
も

一
九
一
一
一
年
の
一

O
月
あ
た
り
か
ら
、
同
業
圏
韓
・
認
一
商
が
請
負
額
を
故
一
意
に
低
く
見
積
も
り
、
納
税
負
捨
の
削
減
を
闘
っ
て
い
る
貼

に
危
慎
の
眼
を
向
け
は
じ
め
、
翌
一
三
年
か
ら
は
明
確
に
監
督
強
化
を
目
指
す
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、

一
三
年
一
月
に
中
央
政
府
の
直
属
機
闘



と
し
て
南
京
に
設
置
さ
れ
た
園
税
臆
簿
備
慮
も
、

し
だ
い
に
放
縦
な
認
摘
制
度
が
貨
物
税
減
牧
の
元
凶
で
あ
る
と
認
識
し
は
じ
め
、
認
摘
の
禁

一
九
一
四
年
六
月
の
「
江
蘇
暫
行
貨
物
税
章
一
程
」
全
面
改
定
に
は
じ
ま
る
一
連
の
萱

止
を
も
視
野
に
入
れ
た
劃
鷹
策
の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

金
改
革
は
、
こ
う
し
た
経
緯
を
受
け
、
認
掲
制
度
に
劃
す
る
取
締
り
を
主
目
的
と
し
て
断
行
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
一
連
の
輩
金
改
革
が

認
掲
制
度
に
及
ぼ
し
た
影
響
と
結
果
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
論
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。
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註
(

1

)

羅
玉
東
『
中
園
鐙
金
史
(
一
〉
』
(
文
海
出
版
社
版
、
一
九
七
九
年
、

最
初
の
出
版
は
一
九
三
六
年
一
商
務
印
書
館
に
よ
る
〉
一

O
九
J
一
一
七

頁。
高
橋
孝
助
「
清
末
に
お
け
る
賛
金
枚
奪
と
小
農
民
経
管
」
(
『
歴
史

皐
研
究
』
三
九
二
、
一
九
七
三
年
〉
。

同
「
中
閣
の
常
関
・
鐙
金
・
海
閥
」
(
シ
リ
ー
ズ
世
界
史
へ
の
聞
い

3

『
移
動
と
交
流
』
岩
波
書
庖
、
一
九
九

O
年
、
所
牧
)
。

玄

g
p
ω
5
2・
h
R
b
N
』
除
去
官
詰
な
お
潟
、

H
F
伐
の
F
3
2
R

切
宇

3
Q
R
R
Q
W

』

-uol』
唱

8
3
gロ向。
E
u
g
S
P
E
C
E〈
OEH一司

F
o
g
-
H
S
3
の
と
く
に
第
八
章
。

(

2

)

羅
玉
東
、
前
掲
書
一
一
一
頁
、

ω・玄
g
p
e・円
F
Z
-
H日
1
5∞
・

(
3
)

羅
玉
東
、
前
掲
書
二
三
九
J
二
四
O
頁。

(

4

)

「
匡
鳳
達
、
洪
錫
範
謹
掲
調
査
報
告
」
(
筆
中
師
範
大
祭
歴
史
研
究

所
・
蘇
州
市
楢
案
舘
合
編
『
蘇
州
一商
曾
倦
案
叢
編
』
第
一
瞬
、
筆
中
師

範
大
拳
出
版
社
、
一
九
九
一
年
、
以
下
、
同
書
に
つ
い
て
は
「
叢
編
』

と
略
す
)
八
七
五
頁
。

(

5

)

註ハ
3
)
に
同
じ
。
な
お
、

『
上
海
豚
績
志
』

ハ
一
九
一
八
年
刊
〉
巻

七
、
田
賦
下
盤
摘
、
は
請
負
額
の
多
い
上
海
の
認
摘
貨
物
と
し
て
、
綿

糸
・
糠
・
米
穀
雑
糧
・
北
貨
・
絹
織
物
・
綿
花
・
牛
・
洋
庚
貨
・
薬

材
・
果
物
等
を
翠
げ
る
。

(

6

)

前
掲
「
匡
鳳
濯
、
洪
錫
範
鐙
摘
調
査
報
告
」
八
七
九
J
八
八
五
頁
。

「
江
蘇
諮
議
局
議
員
篤
麓
金
改
緋
認
損
事
調
査
日
記
」
(
『
東
方
雑
誌
』

七
i
五
、
宣
統
二
年
五
月
二
五
日
、
調
査
〉
。

(

7

)

上
海
に
つ
い
て
は
外
務
省
通
商
局
『
清
園
事
情
』
第
一
輯
(
一
九
O

七
年
)
五
四
九
J
五
五

O
頁
、
蘇
州
・
無
錫
に
つ
い
て
は
同
第
二
輯

(
一
九

O
七
年
)
三
六
頁
、
七
八
J
七
九
頁
を
参
照
。

(

8

)

前
掲
、
高
橋
「
中
園
の
常
関
・
謹
金
・
海
開
」
二
八
一

J
二
八
二

頁。

(
9
〉
こ
の
「
裁
鍾
認
掲
」
問
題
に
つ
い
て
は
、
唐
文
権
・
林
椋
森
「
清
末

蘇
州
脅
舎
輿
損
税
抗
争
」
(
『
近
代
史
研
究
』
八
五
|
三
)
、
主
潮
「
。
裁

盤
認
摘
。
到
。
裁
麓
加
税
。
|
|
清
末
民
-
初
江
蘇
商
民
的
商
次
重
要
闘

争
」
(
向
上
、
八
八
|
一
一
一
〉
等
の
先
行
研
究
が
あ
る
。

(
却
)
「
議
決
撫
院
交
議
改
訂
麓
金
徴
枚
方
法
案
」
(
前
掲
『
叢
編
』
八
四

五
J
八
四
七
頁
)
。

- 93ー
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(

U

)

「
蘇
渇
一
商
務
総
合
就
蘇
事
務
所
設
立
事
移
諮
議
局
文
」

編
』
八
五
七
J
八
五
八
頁
)
。

(
ロ
)
「
蘇
撫
程
徳
全
札
筋
」
(
前
掲
『
叢
編
』
八
六
三
J
八
六
四
頁
)
。

(
日
)
前
掲
「
江
蘇
諮
議
局
議
員
潟
盤
金
改
緋
認
損
事
調
査
日
記
」
。
賛
成

の
意
向
を
示
し
た
の
は
、
嵐
山

・
蘇
州
・
南
町
間
・
太
倉
・
同
里

・
卒

望
・
感
津
・
酒
、
淫

・
育
浦
・
奥
潜

・
嘉
定
・
常
州
・
江
陰
・
無
錫
・
銀

江

・
丹
陽
の
一一
商
舎
で
あ
る
。

(
凶
)
「
江
蘇
蘇
嵐
財
政
説
明
書
」
(
経
済
摩
曾
『
財
政
説
明
書
(
江
蘇

省)』

一
九

一
四
年
、
歳
入
部
乙
篇
盤
摘
、

一
八
頁
)
。

(
日
)
た
と
え
ば
、
「
蘇
事
務
所
禽
議
記
録
一
則
」
(
前
掲
『
叢
編
』
八
六

九
J
八
七

O
頁
)
の
議
論
を
参
照
。

(
時
)
「
蘇
燃
程
徳
全
策
改
緋
統
担
不
碍
認
相
事
致
張
警
函
」
(
前
掲
『
叢

編
』
九

O
四
頁
)
、
「
蘇
藩
司
擬
第
一
期
改
緋
統
指
施
要
緋
事
章
程
」

(
向
上
、
九

一
五
J
九
一
七
頁
)
。

(
口
)
『
申
報
』

一
九

一一

年
一
一
一
月

一
一
一
一
日
「
蘇
省
裁
鐙
善
後
談
」
。

(
時
)
『
申
報
』
一
九
一
二
年
三
月
一
九
日
「
脅
肇
片
片
録
L

。
各
地
一
商
人

の
不
満
に
つ
い
て
は
、
『
新
聞
報
』
一
月
二
五
日
「
紗
絞
業
刑
判
於
鈎
場

税
之
質
問
」
、
三
月
一

O
日
「
蘇
一
商
禽
議
覆
征
枚
貨
物
税
之
不
易
」
等

を
参
照
。

(
m
M
)

『
申
報
』
一
九
一
一
一
年
四
月
七
日
「
蘇
議
曾
覆
議
裁
登
問
題
」
。

(
加
)
「
江
蘇
暫
行
貨
物
税
章
程
」
(
『
江
蘇
財
政
調
査
報
告
加
』
第
一
加
、

江
蘇
省
公
署
縞
印
、
夜
行
年
不
詳
、
四
一
一
一
J
四
六
頁
)
。
『
新
聞
報
』

一
九
一
二
年
五
月
九
日
「
一
商
一
禽
集
議
指
税
問
題
記
/
蘇
都
督
示
議
開
塀

貨
物
税
交
」
。

(
幻
〉
『
新
聞
報
』
一
九
一
四
年
七
月
一
一
一
一
日

「
全
園
麓
金
概
要
(
二
)
/

(
前
掲
『
叢

江
蘇
」
。

(
幻
)
同
章
程
に
よ
る
と
、
省
政
府
公
定
債
格
の
従
債
二
パ
ー
セ
ン
ト
に
基

づ
い
て
一
定
の
貨
物
車
位
量
嘗
た
り
の
税
額
を
算
定
し
、
公
定
債
格
を

定
め
て
い
な
い
貨
物
の
場
合
は
時
債
に
射
し
て
従
債
二
パ
ー
セ
ン
ト
が

適
用
さ
れ
た
。

(
お
)
羅
玉
東
、
前
掲
書
六
一

J
六
二
頁
。

(
川
品
)
「
新
聞
報
』
一
九
一
二
年
五
月
一
九
日
「
一商
人
大
間
貸
税
公
所
」
、

『
申
報
』
五
月
二
五
日
「
蘇
商
反
封
貨
物
税
新
章
」
な
ど
。

(
お
)
「
上
海
ニ
於
ケ
ル
貨
物
税
認
掲
制
度
ニ
関
ス
ル
調
査
報
告
提
出
/

件
」
在
上
海
有
士
口
総
領
事
↓
牧
野
外
相
、
一
九
一
四
年
=
一
月
二
日
(
外

務
省
記
録
三

・
一
四
・
四
・
一
一
『
清
圏
各
地
整
金
事
情
取
調
一
件
』

第
二
巻
)
。
以
下
、
同
史
料
は
「
上
海
ニ
於
ケ
ル
貨
物
税
認
椙
制
度
」

と
略
す
。
な
お
、
句
讃
慰
は
筆
者
が
つ
け
た
(
以
下
、
外
務
省
記
録
に

つ
い
て
は
全
て
同
じ
)
。

(
お
)
前
掲
「
議
決
撫
院
交
議
改
訂
麓
金
徴
枚
方
法
案
」
。

(
幻
)
『
新
聞
報
』
一
九
一
二
年
七
月
七
日
・
一

O
日
・
一
一
日
「
来
件
/

上
海
税
務
公
所
所
長
張
寄
鍋
呈
文
」
。
な
お
、
張
寄
鍋
が
か
か
る
見
解

を
も
つ
に
至
っ
た
背
景
に
は
、
上
海
一
商
人
側
か
ら
の
積
極
的
な
働
き
か

け
も
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
一
九
一
四
年
、
中
央
政
府
か
ら
特
波
さ

れ
た
財
政
観
察
員
王
環
芳
も
、
上
海
総
一
商
舎
・
南
市
一
商
曾
・
各
業
代
表

と
曾
見
し
た
後
に
、
や
は
り
貨
物
税
の
一
律
認
掲
化
を
中
央
政
府
に
打

診
し
て
い
た
(
「
園
務
院
函
嬢
特
級
考
査
財
政
事
宜
王
塚
芳
呈
報
調
査

上
海
一
商
業
情
形
並
擬
請
裁
撤
鐙
金
改
緋
認
税
等
語
奉
批
令
財
政
農
一
商

雨
部
核
議
呈
覆
抄
原
呈
請
査
照
由
」
財
政
部
印
刷
局
『
謹
金
案
脱
集

編
』
不
分
巻
、
夜
行
年
不
詳
〉
。
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(
錦
)
「
通
令
各
税
務
公
所
除
奥
浴
沙
船
積
徴
局
響
曲
耐
認
税
改
緋
営
業
税
基

礎
」
(
『
江
蘇
省
公
報
』
一
一

O
、
一
九
一
一
一
年
七
月
二
五
日
)
。

(
却
〉
「
麓
金
税
ニ
閥
シ
調
査
報
告
ノ
件
」
在
上
海
有
吉
総
領
事
↓
牧
野
外

相
、
一
九
一
一
一
一
年
一
一
一
月
一
一
一
日
(
前
掲
『
清
圏
各
地
麓
金
事
情
取
調

一
件
」
第
二
巻
、
以
下
『
撞
金
事
情
』
と
略
す
)
、
及
び
『
支
那
出
張

復
命
書
』
第
四
編
輯
皿
金
(
大
蔵
省
、
一
九
一
八
年
二
一
月
一
一
一

O
日
税
関

事
務
官
金
子
隆
三
復
命
)
三
九
頁
。
な
お
、
後
者
の
史
料
は
以
下
『
支

那
出
張
復
命
書
』
と
の
み
記
す
。

(
初
)
前
掲
「
上
海
ニ
於
ケ
ル
貨
物
税
認
掲
制
度
」
及
び
『
支
那
出
張
復
命

書
』
九
九
頁
。

(
況
)
「
輩
金
税
徴
牧
ノ
内
情
-
一
関
ス
ル
件
」
在
上
海
有
吉
総
領
事
↓
牧
野

外
相
、
一
九
一
四
年
二
月
一

O
日
(
前
掲
『
賛
金
事
情
』
)
。

(

M

M

)

前
掲
「
上
海
-
一
於
ケ
ル
貨
物
税
認
指
制
度
」
で
は
、
上
海
の
認
摘
公

所
の
数
を
「
八
十
徐
ノ
多
数
」
と
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
数
値
に
は
、

認
摘
が
税
表
品
目
の
八
J
九
割
に
及
ん
だ
事
寅
を
単
純
に
認
揖
公
所
の

数
に
置
き
換
え
て
し
ま
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

(
お
)
前
掲
『
上
海
豚
績
士
山
』
巻
三
、
建
置
下
、
曾
館
公
所
。

(
引
品
)
東
亜
同
文
曾
編
『
支
那
経
済
全
書
』
第
三
輯
(
一
九

O
七
年
)
七
五

ー
七
七
頁
。

(
お
)
『
新
聞
報
』
一
九
一
二
年
八
月
二
九
日
「
集
議
認
税
務
法
L

。

(
お
)
「
通
令
各
税
務
公
所
必
須
本
業
認
税
並
不
准
自
立
公
所
私
設
巡
丁
」

(
『
江
蘇
省
公
報
』
一
一
一
一
、
一
九
一
二
年
八
月
二

O
日)。

(
向
山
〉
『
新
聞
報
』
一
九
一
二
年
九
月
一
一
一
日
「
認
税
不
准
自
設
機
関
之
議

復」。

(
お
)
し
か
し
、
巡
丁
設
置
の
禁
止
が
認
一商
一
に
よ
っ
て
必
ず
し
も
厳
守
さ
れ

た
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
綿
糸
認
商
穆
湘
瑠
の
例
(
『
新
聞
報
』

一
九
一
六
年
一
月
一
四
日
「
保
護
棉
紗
認
税
分
所
之
遁
筋
」
)
。

(
叩
却
)
そ
の
省
令
が
出
さ
れ
た
時
期
は
特
定
で
き
な
い
が
、
一
九
一
一
一
一
年
四

月
に
は
銭
業
認
一
荷
に
劃
し
て
上
海
貨
物
税
総
公
所
が
認
損
事
務
所
の
名

稽
を
使
用
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
か
ら
、
少
な
く
と
も
そ
れ
以
前
に

は
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
(
『
新
聞
報
』
一
九
一
三
年
四
月
一
一

日
「
鍛
業
認
指
之
批
示
」
)
。

(
州
制
)
前
掲
「
上
海
-
一
於
ケ
ル
貨
物
税
認
摘
制
度
」
及
び
『
支
那
出
張
復
命

書
』
九
八

l
一
O
O頁。

(
H
U
)

前
掲
『
支
那
経
済
全
書
』
第
三
輯
七
三
頁
。

(
必
〉
前
掲
「
鐙
金
税
ニ
関
シ
調
査
報
告
ノ
件
」
及
び
『
支
那
出
張
復
命

書
』
一
一
一
一
九
頁
。

(
刊
日
〉
『
新
聞
報
』
一
九
一
二
年
五
月
六
日
「
記
集
議
米
税
問
題
」
。

(
必
)
「
上
海
徳
商
曾
歴
任
職
員
集
録
」
(
『
上
海
線
爾
曾
舎
員
録
』
一
九

一
一
六
年
印
〉
。

(
必
)
『
新
聞
報
』
一
九
一
一
一
年
一

O
月
二
日
「
掘
削
財
政
司
整
頓
統
指
令
L

。

(
必
)
『
申
報
』
一
九
一
一
一
年
一
一
一
月
一

O
日
「
地
方
通
信
(
漸
江
)
/
整

頓
認
掲
」
o

羅
玉
東
、
前
掲
書
一
一
一
一
頁
は
、
江
掘
削
南
省
の
認
摘
が
更

新
を
重
ね
る
度
に
包
掲
化
し
て
い
っ
た
と
す
る
が
、
こ
れ
は
主
に
新
江

に
該
蛍
す
る
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
新
江
で
も
同
業
内
の
有
力
一
商
人

が
認
摘
に
よ
っ
て
同
業
者
の
利
便
を
園
る
こ
と
は
あ
っ
た
(
「
盤
金
税

ニ
閥
ス
ル
諜
査
報
告
提
出
ノ
件
」
深
津
在
杭
州
領
事
館
事
務
代
理
↓
牧

野
外
相
、
一
九
一
一
一
一
年
一
二
月
二

O
日
、
前
掲
『
麓
金
事
情
』
)
。

(

U

)

「
麓
金
税
-
一
関
シ
調
査
ノ
件
」
池
永
在
蘇
州
領
事
館
事
務
代
理
↓
牧

野
外
相
、
一
九
一
四
年
二
月
二
五
日
(
前
掲
「
鐙
金
事
情
』
〉
。
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(
同
日
)
前
掲
「
上
海
-
一
於
ケ
ル
貨
物
税
認
摘
制
度
」
及
び
『
支
那
出
張
復
命

室百』

一

o
o-
-
O二
一良。

(
必
)
「
通
令
各
税
務
公
所
己
完
鈎
税
之
分
運
望
母
再
重
征
」
(
『
江
蘇
省

公
報
』
一
一
六
、
一
九
一
二
年
八
月
八
日
)
。
上
海
南
市
商
舎
が
、
他
耐
腕

に
貨
物
を
分
還
す
る
場
合
、
「
認
商
運
卑
」
を
所
持
し
て
い
て
も
半
税

を
補
徴
さ
れ
る
た
め
、
清
末
か
ら
認
摘
を
縫
幽
閉
し
て
い
る
認
商
は
負
婚

が
む
し
ろ
増
加
し
た
と
不
満
を
示
し
て
い
る
の
も
、
こ
の
事
寅
に
関
係

す
る
で
あ
ろ
う
ハ
「
王
漂
芳
函
接
上
海
南
商
曾
函
稽
認
税
一商
人
以
蘇
省

議
舎
議
決
貨
物
税
新
章
病
商
情
形
請
査
照
核
緋
由
」
(
前
掲
『
麓
金
案

腹
集
編
』
不
分
巻
)
。

(
印
)
こ
う
し
た
脱
税
行
震
は
、
一
九
一
三
年
に
な
る
と
省
財
政
嘗
局
も
深

刻
に
受
け
止
め
る
よ
う
に
な
る
(
「
江
蘇
園
税
膝
簿
備
庭
呈
迭
江
蘇
省

蘇
廃
各
税
所
拍
足

一
年
枚
数
比
較
醤
額
盈
騎
表
由
」
前
掲
『
鐙
金
案
臆

奨
編
』
不
分
巻
)
。

(
日
)
前
掲
、
高
橋
「
清
末
に
お
け
る
鐙
金
枚
奪
と
小
農
民
経
営
」
二
九

頁。

(
臼
〉
前
掲
『
支
那
出
張
復
命
書
』
八
八
頁
。
羅
玉
東
、
前
掲
昔
一
回
二
三
八
頁

(
な
お
同
蓄
は
、
こ
の
総
掃
の
第
一
形
態
を
統
摘
と
呼
び
、
次
に
説
明

す
る
第
二
形
態
の
み
を
飽
摘
と
呼
ん
で
い
る
)
。

(
臼
〉
前
掲
『
支
那
経
済
全
書
』
第
三
輯
七
三
J
七
四
頁
。
讃
黙
は
筆
者
の

も
の
。
同
書
に
つ
い
て
は
以
下
同
じ
。

(
臼
)
典
援
は
註
(
臼
)
に
同
じ
。

(
日
)
前
掲
『
支
那
経
済
全
書
』
第
三
輯
七
一

J
七
二
頁
。

ハ
日
)
「
署
蘇
藩
司
篤
太
倉
銀
洋
商
曾
認
指
事
照
曾
蘇
一
商
一
線
禽
」

『
叢
編
』
一

O
O二
J
一
O
O
六
頁
)
。

(
前
掲

(
幻
)
前
掲
『
支
那
出
張
復
命
霊
園
』
九
三
頁
。

(
日
)
「
江
蘇
省
訓
令
第
二
百
六
十
九
鋭
(
蘇
属
各
税
務
所
長
整
頓
貨
物

税
)
」
(
『
江
蘇
省
公
報
』
九
六
、
一
九
二
二
年
一
月
一
一
一
一
一
日
〉
に
よ
る

と
、
貨
物
税
公
所
の
所
員
は
認
一
商
か
ら
賄
賂
を
受
け
取
る
な
ど
、
気
脈

を
通
ず
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

(
回
)
前
掲
『
支
那
経
済
全
書
』
第
三
輯
八
二
J
八
四
頁
。

(
印
)
前
掲
「
上
海
ニ
於
ケ
ル
貨
物
税
認
掃
制
度
」
及
び
『
支
那
出
張
復
命

書
』
一

O
O頁。

(
臼
)
前
掲
「
江
蘇
暫
行
貨
物
税
章
程
」
。
な
お
、
通
過
第
二
の
貨
物
税
公

所
は
、
検
査
菟
除
貨
物
に
つ
い
て
は
税
単
を
請
求
し
て
検
査
す
る
こ
と

は
な
か
っ
た
と
い
う
(
「
江
蘇
省
征
牧
貨
物
税
暫
行
章
程
(
附
来
呈
)
」

『
税
務
月
刊
』
一
|
一
、
一
九
一
四
年
一
月
一
日
)
。

(
臼
)
「
認
指
事
務
所
-
一
一
於
テ
夜
行
ス
ル
分
運
皐
ニ
ハ
決
シ
テ
納
税
金
額
ヲ

記
入
セ
ス
、
単
ニ
『
今
嬢
某
公
司
報
某
貨
幾
件
運
至
某
地
税
銀
如
数
付

総
』
ト
記
シ
、
某
公
司
-
一
一
於
テ
某
荷
物
何
程
ヲ
某
地
-
一
輪
迭
ス
ル
モ
ノ

ニ
シ
テ
貨
物
税
ハ
定
額
通
リ
徴
枚
ス
ル
旨
ヲ
詮
明
ス
ル
-
一
止
マ
レ
リ
」

(
前
掲
「
上
海
-
一

一於
ケ
ル
貨
物
税
認
掲
制
度
」
)
。
「
従
来
(
一
九
一
四

年
六
月
の
貨
物
税
章
程
改
定
以
前
|
金
子
)
認
税
事
務
所
ヨ
リ
愛
給
セ

ル
葱
皐
(
納
税
謹
書
)
ハ
、
単
-
一
税
金
ヲ
数
ノ
如
ク
納
付
セ
リ
ト
ノ
意

ヲ
表
ハ
ス
ノ
ミ
ニ
テ
、
貨
物
ノ
数
量
及
納
税
額
ヲ
明
記
セ
ス
」
(
前
掲

『
支
那
出
張
復
命
書
』
九
四
頁
〉
。

(
臼
)
前
掲
『
支
那
経
済
全
書
』
第
三
輯
八
一

J
八
七
頁
。

(
臼
〉
「
外
園
綿
布
ニ
課
ス
ル
麓
金
税
-
一
関
ス
ル
件
」
在
上
海
有
士
口
総
領
事

↓
牧
野
外
相
、
一
九
一
四
年
一
月
一
六
日
(
外
務
省
記
録
三

・
一
四
・

四
・
九
『
清
閣
各
地
賛
金
税
関
係
雑
件
』
第
二
巻
)
。
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(
間
山
)
前
掲
「
上
海
ニ
於
ケ
ル
貨
物
税
認
掲
制
度
」
及
び
『
支
那
出
張
復
命

書
』
一

O
一一一
J
一
O
五
頁
。

(
伺
)
吉
田
虎
雄
『
支
那
閥
税
及
賛
金
制
度
』
(
北
文
館
、
一
九
一
五
年
〉

一
四
三
頁
。

(
同
町
)
前
掲
「
外
園
綿
布
-
一
一
諜
ス
ル
鐙
金
税
-
一
関
ス
ル
件
」
。

(
伺
)
前
掲
「
上
海
-
一
一
於
ケ
ル
貨
物
税
認
掲
制
度
」
。

(ω
〉
前
掲
『
支
那
経
済
全
書
』
第
三
輯
六
三
頁
。

(
町
山
〉
『
新
聞
報
』
一
九
一
一
一
年
八
月
一
一
一

O
日
「
提
議
卒
均
質
税
問
題
」
、

『
申
報
』
八
月
一
七
日
「
南
一
商
曾
呈
江
蘇
都
督
文
」
。

(
九
)
前
掲
『
支
那
経
済
全
書
』
第
三
輯
七
一
頁
。

(
刊
凶

)
H
W
H
M
n
E
F品
。
同

Oロ
P

R
〉

ω宮
内
山
可

O間
同

r
o
U
O
〈
己
O唱
目
。
口
同

O同
釦

。
。
自
問
》
円
凶
《
同

O『
・

7
向
。
円
。

r
R
ユ
Z
2
d
g『
r
-口
同

r
o
』

EHM間
口

EH
口一
ω'

z
n
g
H
∞∞
N
l
巴
。
、
(
呉
倫
寛
霞
・
何
偶
然
主
編
『
中
園
海
開
史
論
文

集
』
香
港
中
文
大
皐
崇
基
準
院
、
一
九
九
七
年
、
所
牧
)
、
本
野
英
一

「
在
筆
イ
ギ
リ
ス
企
業
株
主
の
株
債
支
梯
い
責
任
を
め
ぐ
る
中
英
紛
争

l
l恵
通
銀
行
事
件
を
中
心
に
|
|
」
(
『
史
皐
雑
誌
』
一

O
六
|
一

0
、
一
九
九
七
年
)
。

325 

(
何
日
)
前
掲
『
支
那
経
済
全
書
』
第
三
輯
七
四
頁
。

(
冗
〉
前
掲
「
麓
金
税
-
一
関
シ
調
査
報
告
ノ
件
」
。

(
符
)
前
掲
「
支
那
出
張
復
命
書
』
一
一
四
一
頁
。

(
叩
山
)
胡
剛
「
近
代
子
口
税
制
度
初
探
」
(
『
中
園
社
舎
経
済
史
研
究
』
一

九
八
七
l
四)。

佐
々
波
智
子
「
一
九
世
紀
末
、
中
園
に
於
け
る
開
港
場
・
内
地
市
場

開
関
係
|
|
漢
口
を
事
例
と
し
て
1
|
」
(
『
杜
曾
経
済
史
拳
』
五
七
i

五
、
一
九
九
一
年
)
。

(
竹
川
)
前
掲
『
支
那
出
張
復
命
書
』
二
四
九
J
二
五

O
頁
。
た
と
え
ば
上
海

に
お
い
て
は
、
新
江
省
紹
興
・
江
蘇
省
無
錫
で
の
繭
の
買
附
は
内
外
一
商

を
問
わ
ず
三
聯
恩
が
使
用
さ
れ
た
が
、
綿
糸
・
綿
布
の
内
地
輪
迭
、
綿

花
の
買
附
、
雑
穀
の
買
附
等
は
全
て
鐙
金
に
よ
る
納
税
が
選
揮
さ
れ

て
お
り
、
ま
た
掘
削
江
省
湖
州
へ
の
石
油
の
輪
迭
も
、
同
地
で
子
口
半
税

納
附
済
み
の
貨
物
に
落
地
税
が
課
さ
れ
る
た
め
賛
金
が
有
利
で
あ
っ
た

(
向
上
、
二
五
二
J
二
五
四
頁
)
。

(
沌
)
「
通
令
各
税
務
公
所
除
上
海
貨
物
未
完
全
税
就
地
一
商
家
不
得
濯
章
枚

税
」

(『江
蘇
省
公
報
』
四

O
、
一
九
一
二
年
九
日
一

O
日〉

0
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THE LIJIN TAX-FARMING SYSTEM 認損制度INJIANGSU

IN THE　LATE-QING AND EARLY-REPUBLICAN CHINA

Kaneko Hajime

　　

The aim of this paper is to analyze the details of the lijin 肇金tax-

farming system and its relations with the provincial government and trade

associations in Jiangsu 江蘇province in the late-Qing and the early-

Republican periods. The lijin tａχ-farming system was highly developed in

regions such as Jiangsu, especially in Jiangnan 江南, as well as the

provinces of Guangdong 廣東and Zhejiang 浙江. Jiangnan can serve as ａ

particularly appropriate object of study in determining the interests of the

trade associations and provincial governments in regards to the tax-farming

system.

　　

The main points of this paper are as follows.

　　

1. Lijin tａχ-farming in Jiangnan had begun to increase at the turn of

the twentieth century, but the provincial government during the　late

Qing was not keen to ｅχpand merchant tａχ-farming.　However, as soon as

the Republic was founded, the provincial government turned to ａ positive

policy to ｅχpand lijin tａχ-farming so as to insure increased tａχΓevenues.

Provisions concerning merchant tａχ-farming were included in the lijin

regulation of 1912, and the provincial governor also ordered that all the

lijin in Jiangnan　should be collected by merchant tａχ-farming.　　The

provincial government policy was intended to appease the merchants in

Jiangnan who opposed the lijin.

　　

2. Merchant tａχ-farming was most highly developed in Shanghai.

There were some cases in the city in which merchant tａχ-farming was

used as ａ means for merchants to pursue their own private interests. But,

祐゜ost cases, collections were carried out on the basis of the agreement of

me°bers of trade associations as ａ whole. After the Republic was founded,

merchants c・゜ｅto en joy greater privileges from tａχ-farming, such as the

reduction 0f the Hjin tax and exemption from freight inspections, than

those accorded the° in the late Qing.　０ｎ the other hand, bureaucrats

respo°sible for overseeing lijin tａχcollection could not obtain an accurate

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－4－



grasp of the amount of tａχcollectedby the trade associations. This was

due to the fact that the provincial government relaxed its control over

merchant tａχ-farmingto ensure lijin tａχΓevenues｡

　　

3. Trade associations tried to control their members by using tax-

farming.

　

They excluded non-members from the privilegesof tax-farming

and shiftedthe responsibilityfor paying tax on to non-members. Moreover,

the

　

privileges

　

attained through tａχ-farming　in　Jiangnan　in　theearly

Republic were generally equal to or greaterthan the privilegesthat could be

attained by paying the one-half-duty 子口牛税, which had been threatening

the solidarity of the trade associations since the end of the nineteenth

century.

　

In many cases paying the lijin was more advantageous than

paying the one-half-duty. In this sense the lijin tax-farming system can

be understood asａ means for the trade associationsto counter the one-half-

duty system.

ON THE ＡＢＵﾀＬ-ＦＡＺＬﾀＳCONCEPTION OF KINGSHIP

KONDO Osamu

　　　

During the reign of the third Mughal emperor Akbar, the imperial

regime was organized and the sovereignty of the emperor established. The

greatest exponent of the system was the historian Shaikh Abu'l Fazl. His

conception of the emperor is spelled out in his officialhistory of the reign

of Akbar, the Akbar一刀dma, and in the A'ln-i A昂α沈　This concept can

be summarized in the following four points･

　　　

Firstly, the emperor was understood as ａ harmonic conductor Tdirector)

of both spiritual and earthly realms. The emperor was expected to seek

universal harmony (ｓｕlh-i　feｔｔll)among all his people. In his pursuit of

universal harmony, he was expected to indicate the way of salvation to each

class of people, bring justice to the oppressed, and sternly punish tyrants･

In the pursuit of this goal, it became absolutely necessary to eliminate

prejudicial treatment of various　classes and peoples within the empire.

Secondly, the right of the emperor was the gift of God. This conception

of the emperor, when used to support the notion of the emperor as the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－5－
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